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 ヨハネ「福音書」はもともとは二十章構成であったが、その最後でイエスは「不信仰なトマス」

に向かってこう言われている、「わたしを見たから信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いであ

る」（20：29：新共同役）。この言葉を手がかりにして、およそ「見る」ということがこの「福音’書」

でどのように位置づけられているか、「見る」ということと現在終末論との関係はどうなるのか、

こうした問題領域の一斑を考察してみたい。

 われわれはまず、上の言葉の前半の「見る」と後半の「見る」が同じ意味として捉えられるべき

でないことを確認する。次に、「イエス不在の闇」の中での弟子たちの怖れと悲しみを想起し追体

験することによって、ヨハネ共同体とそしてわれわれの時代にやはり人の子・イエスを「見る」と

いうことが成立するのであることが示される。この最後の「見る」が術語として確立1することが

可能となるにあたり、〈告別説教的視野〉からする交錯配列としての物語構成は  それが想起

の瞑想空間を創出するという意味で一ヨハネにとって不可欠であったと思われる。

第1章 「だれを捜しているのかTiレα，ζηTas；」（20＝15）

第1節 「わたしたちは出会ったε5ρ承αμεり」

 「見ずして信ずる信仰」の勧めとしてよく知られた上記イエスの言葉は、「福音書」第1章末尾

の「いちじくの木の下にあなたがいるのを見たと言ったので、信じるのか。もっと偉大なことをあ

なたは見ることになる」（1：50）という、ナタナエルに向けられたイエスの言葉に対’応している。

巻頭・巻末で対応し合っているわれわれの二つの言葉は、まず「相手の信仰の今」を問いただし、

次にこれをふまえて相手を高次の地平へと誘うという同一の構成・内容を持ち、ロ調までが全く同

じである。「見る」という言葉が二回使われているのも同じである。これらの言葉の前後はどのよ

うに連なっているかが見られるべきである。《表一1》（p．163）の最下．段の左右にこの物語の内容の

予告・目的、その上の段の左右にわれわれの二つの言葉が記されている。順次各段の左右を対比し

つつ昇って行けば、七段にわたって並行する二本の道筋が辿れる。各段の対応内容をまとめよう。
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 1）「見た」という証言、2）不信のテーマ、3）証人の設定、4）（イエスが）見た・（トマスよ）見なさいのイエス

 の言葉、5）（不信の破砕）信仰告白、5）上掲二っの言葉、7》「福音割の内容（予告・目的）。

この表を見つめていてわれわれがまず最初に注目したく思うのは、対応第5段「信仰告白」を承け

かっこれを転倒させるものとしてわれわれの二つの言葉（対応第6，段）がある、という」事である。

 ヨハネ「福音書」は（」・L・マーチィンが印象的に開示した如く）ユダヤ教側からの迫害圧力

によって強く規定されている。「歴史に耐えることを得さしめる神学」一ヨハネはそのことを求

めてキリスト教運動そのものをく反省〉する。ヨハネの視線は「ユダヤ人」を介して、自分が内在

しているキリスト教運動へと折れ曲がり、運動が孕んでいる隠された真理を浮き出させようとする。

 著者ヨハネの語りの相手は運動を担う貴重な一人一人である。しかしその論法は苛烈である。ヨ

ハネのイエスは、相手Aが柱と依り頼むものを先ず受け止め次にこれを転倒する2。イエスのこの

特徴的な論法はヨハネの反省理論が要請する必然的な方法なのである。この論法はその途上でイエ

スの相手Aに自己崩壊を経験させるが、ヨハネの論理からすれば、相手Aの足下に孕まれている

く真理〉をこそただひたすら開顕している（反省的に定立している）だけなのである。

 それでは対応第5段「信仰告白」に至る経緯はどうか。

ナタナエルもトマスも、最初は他者の証言に対して不信の言葉を発していた（対応第2段）。それ

がイエスの言葉によって破砕され（対’応第4段）、二人とも自らの解体の底から信仰告白をしてい

るということ。だから対応第6段のイエスの言葉は転倒の転倒を促しているわけである。

 ところで転倒というが、それは他冶による「証言」（対応第1段）に対するトマスやナタナエル

の態度の転倒であった。それは何についての「証言」だったか。

 いま1：45－51を通覧し直し、さらに1：35まで遡行してみれば、この段落全体が1：19－28の．段落に

よって準備されたものであり、その意味で両者が並行していることに気づかされる。この対比のも

とでわれわれの段落を読めば、そこにはまことに多様な尊称がつらなっているのが認あられる。こ

の流れの中から最後に、それら尊称の多様性を貫く一本の「真理」として浮かび上がるようにして、

「人の子」が語られている3のが読み取れる。われわれの二つの証言で「出会ったjr見た」と語ら

れているのは、この意味での「人の子」であると考えるべきであろう。定着しつつあるキリスト教

運動の中で、だがしかし運動存亡の危機を見据えながら、ヨハネは（自分たちの時代に）〈人の子

に出会うとはどういうことなのか〉を根本的に問い直そうとしているのである。

 そのことは次の事実からもっと衝撃的に知らされる。イエスの物語の初めは地上を歩く神とし

てのイエスの到来であり、彼の最初の言葉はヨハネの二人の弟子へのTiζη悟丁∈；（1：38）、その↑く

りコペー最後のイエスの言葉がナタナエルに向けられたあの言葉だった。イエスの物語の終わりは

復活のイエスの弟子たちへの顕現であり、彼の最初の言葉はマグダラのマリアへの咀りαζ叩a～；

（20：15）、そのペリコペーの最後でイエスは、トマスにあのように語られたのである。《二一2》

（p．164）参照。そうするとヨハネの構成においてはこれら二つのべリコペーは、いわば神殿の丘（物

語の内容）へと上る入ロの門（刻銘文Tiζ叩“τε；を掲げたそれ）、ならびにそこから下ってくる出

田の門（その上にはTiりαζ叩・醜；）として併置（フルダの二つの門のように！）されていることに

なる（vg1．マコ13：1、ルカ21：5）。ヨハネがこの物語の初めと終わり、アルファとオメガに、これ

ほどの手を尽くし祈りを込めて緊密な対応を造り上げたということは、〈あなたは何を・だれを捜

しているのか〉という問い4がこの「福音書」の根底にある最重要の問いであること、しかもそれ
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が向けられている相手はこの「福音書jの読者（たち）だということ（物語の配列特性を知るのは登

場人物ではなく読者である）の雄弁な証左である。

 しかもこの最重要の問いが問われるのは「ヨハネの時」からなのである。第20章第4段落冒頭

の文面はトマスがイエスの直接の弟子でありかつ、（かの時のイエスたちと「一緒に」いることが

禾可能な）ヨハネ共同体＝読者たちの愛：すべき一か月であることを示す。登場する人物像はこの信

徒と瓜二つなのであろう。上述「二つの門」のうちの一方（マグダラのマリアートマス）の時は他

方（ヨハネの二人の弟子一ナタナエル）の時でありかつヨハネの時である。イエス存命時から二世

代の時を隔てて「人の子」に出会うということ、このことはアンデレ、シモン、フィリポ、ナタナ

エルたちの「聞いて信じ、見て証言する」信仰の時代（著者ヨハネはこれを理想化・神聖化して叙

述している）と比較して、どういう意味で同一でありどのように異ならざるをえないのか一対応

第1段第2段を見据える者に歴史に対するヨハネの危機意識が伝わってくる。

 対応第1段左回の1：45が位置している文脈を要約的に見ておく。

「福音書」第1章の構成

  αα δλ6γo～Kαih聾αρτuρiα                      （V：1－18）

  ββ  6μαρTuρのり1《σ・iδμαρT”ρ6艮L∈り。～                 （V：19・34）

  Yγd～丁目りrαλ・λα｛αり         （V35・51）
 Yγのわずか17節に18個もの視覚言語5。さらに重要なことは、「見る」という言葉がほとんど

の場合「言う」という言葉と結び合わさって．いること一一ααの「光は暗闇の中で輝いている」

（1：5）という黒色金色の宇宙とその「明るさ」とは対照的に6一実に不思議な澄明さと軽みにつ

つまれた風光が出現。あたかもくガリラヤへ〉と向かう風のように流れていく語り7。

 雌：「わたしをお遣わしになった方が＿わたしに言われた。そしてわたしは見て証しし
た、この方は神の子であるとKdγωε緬ραKαKα，i芦∈μαρT6ρηKα，5Tl oも↑6～乙σ判りδu竃δ～τo愈

θε00 」（V33・34）つまり神の言われたとおりのことを預言者ヨハネは見て語った。このことを

根拠にして一雌⊥：預言者ヨハネが「［天から降って来られた神として地上を］歩いて

おられるイエスを見つめて言う触βλ6Ψα㌻．λ‘γ∈1」（V36）。 雌Z⊥：イエスの預言「天が

轟け、神の天使たちが人の子の上に昇り降りするのを、あなたがたは見ることになる召Ψεσθε」

（V：51）。このようにYγの物語全体がまさに、〈見て語ることの継承〉、証言の連鎖として、〈

神の形態で地上を歩む〉イエスをくガリラヤへ〉と運んでいく8。

 さてV45。「わたしたちは出会った∈5ρhkαμ∈レ」とフィリポは「証言」するが、 V：45をV41

と比べてみればくっきりと現れてくるように、彼らの証言は唖然とするほど単純なものである。

εもρiσK∈t一∈もρhKα．μ∈り。誰かに出会・う一「わたしたちは出会った」と言う、するとこの誰か

は「信じて従い」、彼はともかくイエスと何らかの「接触」を経験し、次の誰かに出会い一「わ

たしたちは出会った」と言う。会えば伝わる証言の流れ（ナタナエルの段階で初めて不信のテーマ）。

この連鎖の最初は、預言者ヨハネの二人の弟子が、「預言者が語るのを聞いてイエスに従った」

（1＝37）というもの9であった。このような「イエスとの出会・い」に比べ、著；者ヨハネの時代のト

マスは「人の子」とどのようにして虫会うことができるのであろうか。
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第2節 信ずるに足るか否かを「見る虞δω直δωM

 巻頭・巻末に並行する二筋のベリコペーを併置することのもたらす効果は、甲乙二つ時の合わ

せ鏡の問に読者を立たせることである。このことによって著者ヨハネは、読者が甲乙の照合の中で

自分のく信仰の今〉を丙として反省する思惟空間を創出する（〈二重化された第2項〉＝乙による

丙の準備）一いまの時代にイエスに出会うとはどういうことか。ヨハネはさらに、巻末第20章に

三つの種類の「見る」を対比して、ヨハネの時代の読者をして考えさせる一自分の「見る」は

どうなのか。対応第1，段右欄はそのようなコンテキ・ストの中にある。

A 三種類の「見る」の、ヨハネ「福音書」での用法（概観）

1）～｛δω直δω） 実際には第2不定過去形aδ0りとして使われるこの語の基本的性格は感性的知覚

としての「見る」である10。Sehen， see， voir。   〈見る1＞

2）δρdω 霊と証言の次元で「見る」。感性的知覚の用例皆無。全30の用例中20例が現在完了形

ε（」ραKαでその根本的な意味は〈イエスまたは神をその一致の相において見る〉用法11  〈

見る皿〉。信仰の告白、証言としても使用される。残り10例は全て未来形召Ψ0μα1で、このうち

「イエスを再び見るようになるだろう」（＝A群16：16，17，19，22）、「人の子（に関連すること）を

見るだろう」（＝B群1：50，1：51，19：37おそらく1：39も）がともに重要12。

3）0εωρ‘ω 遠くを望むようにして判断を下しながら「見る」（Vgl，4：19，12：19 auch10：12）。＜見

る皿〉にも判断の契機は当然内在する。0εωρξωの用法の著しい特徴はその否定形が肯定形に対

して重要な意味をもつ、という驚くべき内包。「イエスを見なくなる」はe∈ωρξωの否定形で語

られる（5－14：19，16：10，16，17，19）。ヨハネの意図は、見える／見えないの狭間を読者に意識させ

つつ、（この根本的な肯定／否定の狭間からしか窺い知れない底の、前代未聞の存在である「人の

子」に出会う出会い方として）「イエスを見るe∈ωρ‘ω」（7回）13という語り方をしょうとするこ

と。   〈見る皿〉。 形態を介しそこから窺われる本源的な何かに思いを向けるという意味

で、ここでの判断はいわばく反省的〉。〈見る皿〉は感性的であるか否かについては、〈見る1

＞とく見るH＞を両肢的に含む。全24の用例中3例を除き全て現在形（歴史的現在も含む）。そ

れはく見る皿〉のはたらきを拡張する面をも持つ一く見るH＞の現在完了形に関係しその現在

性を代表するものとして、また未来形に関係しその現在化Σ4を遂行するものとして。使用形態が現

在形でありつつ、同時に字義的比喩的な隔たりの意識をも伴う、不思議な語感のもとに使用されて

いる。

B 三種類の「見る」の、第20章での用法

1）大枠の対照

璽EωρdKαμεり↑δレK5ρ10y（V25）〈見る1＞を根i拠にした （V20）、告白・証．言（＜見るH＞）

eEljρ（エKα．↑δレ而ρtoり（V18）〈見る皿〉を始源に持つ（V12，14）経験による、告白・証言 （〈

見る皿〉）

＜見る1＞とかく見る皿〉とかによる体験が先行し、＜見るH＞はこれを解釈して（自乙に、そ

して他渚に）言表する言語のようにみえる。
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2） 〈見る皿〉における対照（V：1・18）

 愛：弟子、ペテロ。墓に入る、〈見る皿〉をはたらかせるも（V6）イエスに出会うことなく、「物」

を見て（＜見る1＞）信じる（V：8）／

 マグダラのマリア。泣きながら外から伏して墓をのぞく、〈見る皿〉は前方へ（V12）と後方へ

（V14）、イエスに出会う。［マリアの「見る」（〈見る皿〉）については後述。］

3） ＜見る1＞における対’照（V：1929）

トマスのく見る1＞はたんに感性的物的対象を見る（＜見る1＞一般）というのとは異なり、「実地

に見る（見て調べる）」というものである。それは信ずるに足るか否かを判断するためにまず実地

検証を要求するものである。乙dりμ慣δω．．o凸μhπ1σTε“σω．（V：25）というトマスの発言は

枷そこで、彼らは言った。「それでは、わたしたちが見てあなたを信じることができるように望レα穐ωμεりkαi

mσ’T∈6σωμ‘レσo巳；どんなしるしを行ってくださいますか。どのようなことをしてくださいますか。

という姿勢と同次元のものである。こうした信じ得るための前提条件要求型の問題点はどこにある

のか。それは「しるし理解批判」としてのイエスの次の言葉の中に強烈に示されている。

626 Cエスは答えて言われた。「はっきり言っておく。あなたがたがわたしを捜しているのは、しるしを見たか

らではなくζ叩’aT6με0うX 5孔虞δ訂∈σ’ημ直α、パンを食べて満腹したからだ。

                            ［「捜す」という術語にも注目せよ］

 そもそも人爵の行為は根本的には「神からか自分からか」15の二種類しかなく、〈自分から〉は

端的に罪である。 ひとは神に「引き寄せられ」父と子を「愛する」者とならしめられることによ

ってく自分から〉をく神から〉へと転倒されない限り、「見る」対象の中に果てしなくく自分から

〉を投げ入れ続ける。「これがこうなってくれるならわたしは信じることができる」、「こうである

ことが確かめられなければわたしは信じる気になれない」。前提条件要求型のく見る1＞はく自分

から〉を肥大させることしか知らず、まさにくしるしを見る〉という言葉のもとに満腹することの

みを求めている訳である。〈しるしを見る〉とは本来、〈自分から〉をく神から〉へと転倒されて

しまったことを知るということであろう。「見ずして信ずる信仰」を勧めると言われている20：29

の後半はこうした前提条件要求型のく見る1＞を否定：するものである。前半の「見たから信じた」

とはく見る1＞についてではなくく見る皿〉について言われている。このく見る皿〉は否定され

ているのではない。「あなたはそもそも父との一致においてわたしを見たから信じたのか」と、イ

エスはトマスの信仰がく見るH＞として十全であるかどうかと問い詰ぬておられるのである。二

世代遅れてきたヨハネ共同体にとってく見る皿〉の決定的な重要性が薄れる訳では決してない。

〈見る皿〉に含まれている根本的な出会い体験なくしておよそ人格神信仰はありえない。物理的

に不可能となりうるのはく見る1＞である（トマスをめぐる問題はその一面のヨハネ的強調）。ヨ

ハネの時代にく見るH＞を継承し実現するのはく見るm＞を通して以外にはありえないこと、こ

のことを「福音書」第6章一第8章のうちに叙述しようとしてヨハネは苦闘を続けるのである。
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第2章 く中央三章〉の構成と「見る0εωρav」（〈見る皿〉）

第1節 「福音書」第7章第2幕の三重構造

 1）テキスト表面での叙述

《表一3》第7章部分（p．165）を参照されたい。第2幕内部でくフェーズ〉と表記された部分に先

ず注目しよう。そのAB，Cの区別はそれぞれ第1景、第2景、第3景における「群衆」の中の二

極関係（新しい翼と守旧的な翼）が、その局面までのイエスの言葉によってどのように規定されて

いるかを示すものである（第2景はB’，B， B”の三項構成、最初はB’， B”を無視して読まれたい）。

＜フェーズA＞

7＝】2 Q衆の閏では、イエスのことがいろいろとささやかれていた。f良い人だ」と言う者もいれげ、「いや、群衆

を惑わしている」と言う者もいた。13しかし、ユダヤ人たちを恐れて、イエスについて公然と語る者はいなか

った。

〈フェーズB’〉                 墜

万さて、エルサレムの人々の中には次のように言う者たちがいた。「……議員たちは、この人がメシアだとい

うことを、本当に認めたのではなかろうか。ηしかし、わたしたちは、この人がどこの出身かを知っている。

メシアが米られるときは、どこから来ちれるのか、だれも知らないはずだ。」

＜フェーズB＞

7釦人々はイエスを らえようとしたが、手をかける者はいなかった。イエスの時はまだ来ていなかったからで

ある。

31しかし、盤の中にはイエスを信じる者が大勢いて、「メシアが られても、この人よりも くのしるしをな

さるだろうか」と言った。

32ファリサイ派の人々は、麩がイエスについてこのようにささやいているのを耳にした。祭司長たちとファ

リサイ派の人々は、イエスを らえるために下役たちを遊わした。

＜フェーズB”＞

3属すると、ユダヤ人たちが互いに言った。「わたしたちが見つけることはないとは、いったい、どこへ行くつも

りだろう。ギリシア人の間に離散しているユダヤ人のところへ行って、ギリシア人に教えるとでもいうのか。

＜フェーズC＞

⑪この言葉を聞いて、群衆の中には、「この人は、本当にあの預言者だ」と言う者や、41「この人はメシアだ」

と言う者がいたが、このように言う者もいた。「メシアはガリラヤから出るだろうか。42メシアはダビデの子孫

で、ダビデのいた村ベツレヘムから出ると、聖書に書いてあるではないか。」

43こうして、イエスのことで群衆の間に対立が生じた。

 フェーズAB，Cの三項の内容の推移はこのように歴然としている。こうして第2幕の三つの景

は、群 の間の両 の潜在的対立が段階を追う瘤に顕在化していく過程として進行していく。イエ

スの語りが群衆の問にどれほどの亀裂を走．らせていくかがとりもなおさず舞台の場面推移のメルク
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マールなのである垂6。しかしそれは単純な漸層法で叙述されているのではない。三段階の進展のう

ち第2段階の群衆描写自身が再びフェーズB’，B，B”と三項で形成されていて、 B’は新しい翼に属す

る個々人の内面における対立・迷い・煩悶・葛藤であり（B’だけが個人の内面描写）、B”は守旧的

な翼に属する諸個人相互の疑問のやりとりである。そしてこの両翼の対立関係がBに集約されて

いる。＜フェーズB＞がサンヘドリンによる「イエス逮捕の決定」として決定的な転回点である。

2）テキスト裏面での叙述

  テキストのV．31とV32の問に上向きに鏡を立ててみる。《表一4》（p．167）は、このページ底辺に鏡

面を上に向けて鏡を置いたとき、左欄の行がその真横の右欄の行に像を結んでいるとみたもの。読者は最

下段の左右にあるそれぞれ．三本の下線部の対応、次にその上の段の一本の下線部の対応を先ずつかんで欲

しい。ここまでは地上におられるイエス。次にその上方にお遣わしになった方（左・右）。その方のもとから

来た（左）は降下一その方のもとへ帰る（粉は上昇。テキストの行が高ければ、イエスの立つ位置も高い。次

に左回上段に眼を向け、そこから下段に至り、右欄下段に移って上段に抜けていく手順で通読されたい。

最初に（左欄上段）、イエスの語りの態様への驚きと「もしや？」の期待が始まる。あの方のもと

から「来た者」として、イエスが群衆の中に降下していく次第17が鮮やかに（下欄と対照すれば下

向はなおさら顕著に）叙述されている。右欄最下段では地上での滞在を終えて、あの方のもとへと

「帰る」イエスの上昇の道が語られ始ぬる。イエスの向かう先について「おそらく…」と語られ

るが、その思いなしを掻き消すようにして、イエスの言葉の内容への強い疑惑が打ち出されて終わ

る（下欄上段）。左門では「どこから？」と上方へ向かって間われ、右欄でもfどこへ？」とやは

り上方へと問いが投げかけられている18。遥かな上方へと（テキストの行でも上方へと）左右に打ち

閉かれた・イエスの下向上向のV字型をなす・この構造体。われわれは第7章の中央に位置するこ

の構造体を「第1組鏡像体」、そのうちイエスの降下を表現する方を「右手」（テキストに向かって

左側）、上昇を表現する方を「左手」と呼ぶことにする。一般に、ヨハネ「福音書」内でこのよう

に右手・左手の鏡像体をもってイエスの入来・退去を鮮明に表現するテキスト配列法を「鏡像体配

列法」19と名付けることにする。《図一1》左（p．166）参照。イエスの下向上向の移行経路をもっと

具体的にもっと大規模に表現する「第2組鏡像体」・「第3組鏡像体」をわれわれはやがて見ること

になる。それらは第7章の「第1組鏡像体」を対称軸にしてともにその「右手」を第6章に、「左

・手」を第8章に持つものとして前後，対称的に書き込まれているのである。《図一1》右（p．166）参照。

3）象徴的な暗示

《表一3》（pユ65）第7：章部分のうち、第2景’・第3景’の中、左．側にA，B，C，＿B’，A’と記、号をつけた

九つの項を参照されたい。「悪霊」「聖霊」の二つのテーマに挟まれたこれら九つの項は典型的な交

錯配列法（Chiasmus）のもとに叙述されていて、右下のように．三行↓＝分け’（対応する項を結べば交

錯してギリシア文字Xが書ける（ChiasmusのChiはこのXのことである）。

 因みに4・学館版『バッハ全集7 ミサ曲、受難曲（1）』では「ロ短調   A B C D

ミサ曲BWV232」のうちのくグローリア〉、〈ニケア信経（クレド）〉の      E

解説で、「前後対称的な楽章配置はすでに初期のカンタータの大きな特徴    DC’B’A’
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で、キリトおよびその受難の象徴：として使用された。キリストの頭文字Chに相当するギリシア語

のXとその十字架の形状からきたもので（以下Chiasmusに言及）」（p41土田英三郎執筆）あると

語られている。このような象徴法をすでにヨハネ自身が用いていて、第7章第2幕におけるこの九

項構成の交錯配列の交錯点をまさに「十字架の柱」と見立てる手法をとっている。結論だけとなる

が象徴的な対応関係をわれわれは《表一3》（p．165）第7章部分右側の［］内に記入しておいた。

これを通覧されたい。九つの項は受難物語全般の構成を象徴的に表現しているのである（第7章の

三幕相互の関係や三項図式の分析は省略する）。 バッハの事例については《図一3》（p．170）参照

 こうしてヨハネは〈フェーズB＞を．三重に叙述していることが明らかとなった。

表面で「サンヘドリンがイエス逮捕に踏み切る」という転回点、裏面ではイエスの下向上向の転回

点（「第1組鏡像体」の核となる部分として）、そして極めて象徴的な形で、「十字架の出来事の中

央」（第1組鏡像体をその中央に含み持つ「九項構成の交錯配列」の核となる部分として）。

 さて、第7章にこのような三重の転回点が埋め込まれているのを確認された読者は次の一文を

どのように読まれるだろうか。

筋の運びの中点近くにクライマックスを設定するという、このような処理方法において、ローマの詩人たち

は悲劇作法の基本に従っていたことになる。クライマックスが中点付近に位置し、大団円が終わり近くに来る

のである⑳。

まさにヨハネ「福音書」は第7章を決定的な「中点」としている。《図心2》（p．166）、《表一7》（p．171）

参照。第7章を軸とするこのような前後対称な交錯配列において、第6章、第7章、第8章の複合

体は決定的に重要である。この重要な単位をひとまとまりとして注目するためにわれわれはこれを

く中央三章〉と呼ぶことにする。《図一1》右側（p．166）参照。

 それでは「中点」がなぜ第7章なのか。それは、仮庵祭の持つ意味とニサンの月14日とをヨハ

ネが殊更に重視したからであると考えられる。仮庵祭について次のことだけを確認しておこう。

 出エジプト記23：14－17は三つの収穫祭（種なしパンの祭り＝大麦の収穫・アビブの月［最初の月・

麦連月つまりニサンの月のこと、3黒月］、刈り入れの祭り＝小麦の収穫・シワンの月［第3の月、

5／6月］、取り入れの祭り＝ぶどうとオリーブの収穫（秋の雨乞いを兼ねる）・ティシュリの月［第

7の月、9／10月］）を守るべきことを命じている。この三つの収穫祭はやがて、民を支．えるヤハウ

ェの恵みとイスラエルの苦難を想起するものとしてそれぞれ、過越の祭り＝イスラエルが神によっ

てエジプトから救い出されたことの祝い、一ヒ週の祭り［ペンテコステ］竃シナイ山における律法授

与の記念、仮庵の祭り＝四十年間にわたる荒野放浪の幕屋生活とその底辺からの終末的な民の集い

出現への希求を想起すること、へと転化した。仮庵の祭りはこの三大巡礼祭の全体を総括する最大・

最重要なものであり、その際だった特徴は喜びの精神の横溢（申16：11，ネへ8：17）、祭りにおける

民衆の自由の容認であった21。祭りは第7の月（ティシュリの月）の十五日目秋分に近い満月）か

ら七日間（後に一日追加）行われ、毎日一回シロアムの泉から水を汲んで祭壇に注ぎ、雨乞いの祈

りが捧げられると共に民衆は稼欄の技（など）を振って彼らの共同の喜びを表した。祭りの最後の
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日（第7日）は灌水の儀式は七回行われた（7：37は第7日）。また祭りの期間を通じ’（神殿ではラ

ンプが灯され、神殿の明かりが町を照らした皿。

 ところでまた、過越祭準備の日、神殿で犠牲の子・羊が続々とほふられ始あるその最初の時刻にイ

エスが処刑されたニサン14日金曜日。この受難の日14日は前夜の日没から始まり、このとき告別

説教があった。ヨハネは第14章を告別説教にあてている。仮庵祭での数字7の著しい強調と「福

音書」第7章、ニサン14日の告別説教と第14章一この7と14という数字は最初から彼の構想

の中に取り込まれていた’ ﾉ達いないと思われる。

 なおイエスの弟子たちがイエスの受難に遭遇したことのく想起と反復〉をヨハネ「福音書」は根

本テーマとするものであるとわれわれは考えるが、このテーマがヨハネをして「祭り」（特に荒野

での苦難のく想起と反復〉である仮庵祭）を重：視させたのだと考えられる。「祭り」とは民衆共同

のく想起と反復〉の最高形態だからである。

第2節 「福音書」第6章とカタバシス・アナバシス （要点略述）

鏡像体配列はカタバシス・アナバシスの神学をテキスト表面に強調して提示したものである。

 「第1組鏡像体」の分析に際し、その「右手」にイエスの降下を「左手」にイエスの上昇を見られた読者

は誰しも、（ヨハネ神学の概論提示部である第3章の講話での）次の一節を思われたことであろう。

坦天かち降ってきた者6散丁面（釦αり面Kατα暁、すなわち人の子のほかには、天に上った者は誰もいない．0もδd雪

dレαβ｛…βr圏｛εリεiSTδリ06pαリ6リ

川そして、モーゼが荒れ野で蛇を上げた5Ψωσεりように、人の子も上げられ｛坤ω而レαtねばならない。

下向・上向の結合の強固さに促されて、 （「福音書」の物語の全体を予示する）第1章末尾の、

15L Vが開け、神の天使たちが人の子の上に昇り降りする（iソαβα：iり0ソτα～KαiKαTαβ隠り0町α～のを、あなたがたは見

ることになる。

をロにされた人もあろう。

 カタバシス・アナバシスの結合と言えば、ガリラヤとエルサレムの問でのイエスの往復運動も

そうである。第7章に至るまで、イエスはガリラヤに下るとそこで大きな奇蹟を行い、そのあと必

ずエルサレムに上る（そしてユダヤ教の根幹に向けた攻撃をする）。

 「（ヨハネの証言）・弟子召命」＝「第1のしるし」＝「宮潔め・（神殿攻撃）」

 「（サマリアの女の証言）・サマリア共同体・対弟子説教」＝「第2のしるし」＝「足の不自由な

 人のいやし・（神を自分の父と呼び自身を神と等しい者とする）」

どちらの場合も〈ガリラヤへ〉という空間的国国バシスは、〈証言の核となる体験〉とく証言の伝

播〉そしてこの両者を踏まえたく共同体形成〉という盛り上がりをイエス・キリストと共に風のよ

うにくガリラヤへ〉運んでいる。
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 「月食物語1・湖上歩行」＝「供食物語H」＝「仮庵祭三説教」。

 この第1項は一空間的カタバシスの運動の方向をくカファルナウムへ〉（6：13，24，59）と絞っ

た上で   まさに上記共同体：形成の風［証言の核となる体験（vg1，6：14）、共同体形成の盛り上

がり（V理．6；44）］を送り込む空間的カタバシスそのもの。ティベリアス・ガリラヤ湖東岸の山・

カファルナウムというV字型の移動一下向・しるしの業・上向の三契機の範型の適用巳空間的な

カタバシスの最終目的地がカファルナウムであることの強調。

「一：「イエスは母、兄弟、弟子たちとカファルナウムに下って行き、そこに幾

日か滞，在された」（2：12）。「第2のしるし」：イエスはカナに留まったままでカファルナウムに臥．す

男児の遠隔治療。カファルナウムの王の役人（6：15との関連に注意）が自分の家からカナのイエ

スのもとへと懇願に一上り、イエスの言葉を信じて、カファルナウムのわが家に向けて「下る」箆。

継≧茎：イエス自身がカファルナウムに下りかっここでく第3のしるし＞24（「パンの形態」

での到来）を現す。「第2のしるし」が人々のしるし理解の批判4：48によって先行されていたよう

に、「供食物語H」はしるし理解批判6：26を露払いにして本論が語り始められる。これは確かに、

〈第3のしるし〉と名付けるべき重大なしるし物語であり、裁きの業の物語なのであるがそれをめ

ぐる議論はここでは割愛する。カファルナウムへの下降＝パンの形態での下降＝「二二」の完成。

第3節 「福音書」第8章と「先取りされた告別説教」

《単一3》第6章、第8章部分（pp．165－6）参照。ここに星印で記入してある鏡像体を一覧する。先ず

「第2組鏡像体」。《図一1》右側（p．166）もあわせて参照されたい。。読＝者は《表一5》をp．169を最下

段から上段へ向かって、次にp．168に帰っ一（このページの最下段から上へ向かって、左右を対比し

ながら読み進まれたい（8：23行頭・印は一行毎に上へと改行していることを示す。なお、鏡像体

「左手」最下段8：12と8；19との間には「光と証」のテーマが介在している結果、ここに配列の乱

れがあることを指摘しておく）。どうであろうか？次に鏡像体「右手」との対照を離れて、「左手」

（向かって右の欄）だけを最下段：からもう一度読み直されたい。

 視線が最上段（8：29）に至った段階で眼をここに止めて欲しい。この節は確かに死に赴くイエス

の言葉である。イエスの退去・上昇が語られているのは確かである。しかし死ぬ者の側の〈この場

から〉の移動は全く表現されていないのも事実である。実はこの場面での「わたしをお遣わしにな

った方」は二重となっているのである。テキストの表面ではこの方は「父なる神」であるが、裏面

ではこの方はイエスその人なのである（4：38，17；18，20：21 V創．7：18，13：16）。だからこの節8：29で語

っている「わたし」は、神がイエスに「お与えになった人．」、イエスを信ずる者なのでもあって、「わ

たしをひとりにしてはおかれない」とはイエス不在の闇の中をイエスを呼ぶ弟子の叫びでもあるの

である。これは「左手」のく人の子が上げられた（8：28）〉以後の事態＝高挙の叙述部分である。こ

れに対応する「右手」のく人の子が天から降ってきた（6：38）〉以前の事態＝先在を表す愛の誓い部

分6：37の「わたし」も同様に二重化されていると考えるべきであろう（「第2組鏡像体」の最上部

に位置する先在一高挙のテーマは「第3組鏡像体」に表現されている。「第2組鏡像体」の最下部

は地上にある人の子・イエスの愛としての現場＝「命のパン」・「世の光」が表現されている）。こ

の「左手」最上部を見据えていて読者はきっと思い出されることだろう。
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剛「心を騒がせるな。神を信じなさい。そして、わたしをも信じなさい。14：2わたしの父の家には住む所がた

くさんある。もしなければ、あなたがたのために場所を用意しに行くと言ったであろうか。！4β行ってあなたが

たのために場所を用意したら、戻って米て、あなたがたをわたしのもとに迎える。こうして、わたしのいる所

に、あなたがたもいることになる。

14：18わたしは、あなたがたをみなしごにはしておかない0凸《dΦ舜σ’ω6μαSδρΦαレ0“‘。あなたがたのとこ

ろに戻って来る。

1412凱わたしを愛する人は、わたしの言葉を守る7δレλ6γ0ソμ0”7ηρ和ε1。わたしの父はその人を愛され、

父とわたしとはその人のところに行き、一緒に住む（VgL l4：15）。

 こうして読者は、鏡像体の「左手」を下から読み上がる途上で感じ取られていた予感がいまや確

信となっていることに気づかれていることだろう一この語りは紛れもなく「告別説教」である25。

「パラクレートスの派遣」が語り出される、あの息づかいまでもが感じられる。

  わたしはあなたをひとりにはしておかない 05KdΦ’hσ磁σ∈胆6り0り！

        先取りされたイエスの「告別説教1を貫いて鳴り響いているのはこの声である。

第4節 『わたしはある乙γ｛δε｛麟｛』の神学の生誕地

わたしがこれらのことを話したので、あなたがたの心は悲しみで満たされている。（16：6）

「はっきり言っておく。あなたがたは泣いて悲嘆に暮れるが、世は喜ぶ。」（16：20）

 イエスの退去された後の「不在の駒、この暗闇の中に停み「泣いて悲嘆に暮れる」者たちにの

みイエスのあの痛切な「告別の声」が届く。

わたしはあなた．をひとりにはしておかない 05K〔iΦh〔ア磁σ’∈芦6り0り！

 ここで上掲「第2組鏡像体」において「右手」の6：38－39を踏まえれば、イエスのこの「告別の

声」は「父が子のもとへ引き寄せる」（6：44）働きの・イエスにおける示現・であることがわかる。

「子のもとへ引き寄せる」作用力に浴していない者の誰が、その当の「子1の喪失を嘆くだろうか。

信ずる者を「子のもとへ引き寄せる」父の「御心」（6：37－40）は「子を遣わす」として地上に働き始

めるが、その働きがこの人たちの「復活」として実現する（「右・手」）のは、イエス「不在の闇」の

悲しみにおいてこそ（「左手」）であるとされている。

 この鏡像体における「右手」の6：44－46と「左手」の8：21γ一αの対応関係そのものが問題の根幹

を示している。信じているつもりの者篇は、「左手」の「わたしは去る、あなたたちは自分の罪の

うちに死ぬ、あなたたちは来ることができない」という言葉を決定的なこと、自分にこそ向けられ

た言葉として反努することはないだろう。根本的なことは、イエス退去後の「不在の闇」の中では

「罪のうちでの死」が必然である（8：21β）ということである。この必然性を受け止めること（＝

罪のうちで死を味わうこと）の中でこそ『わたしはある‘γ｛6ε｛即』が信じられる（＝その人が復．摩

する、新たに生まれる、8：24βau面6：40）道が開ける。
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 鏡像体「左手」に語られている『わたしはある乙γ磁d即』ということを信じる者とはだれか。

それを「右手」の対応箇所が端的に説明している一「子を見て信じる者δθεωρωりτδり樋0ジKα辻

π1σ↑謡ωり」（6：40）がその人である。「子を見るθ∈ωρ自り」ことがどこでいつ決定的に生じるか

については、「左手」がこれを語らている。「人の子が上げられる」という出来事がそれであり

（VgL 12：27－36）、そのとき『わたしはある』ということと「父に教えられたとおりに子が話すλαρaり」

ということが知られるのである（8128）。以上の次第で、「子を知ることにおいて子の父を知る」（8：19

auck 6：47＞こと一それはこの鏡像体が鮮明に示している如く、「子の業において父の御心を知る」

ということに他ならない一が成立する。

 このようにして〈中央3章〉において、われわれのいうく見る皿〉に基づくく見るH＞（小論

第1章第2節BI）第2項（p．144）が語り出された。〈見る皿〉としての「見る0εωρaり」は、こ

のような文脈の中ではじめて27術語として確立したのである。

 ところで「人の子がもといた所に上るのを見る0∈ωρaり」ことがもたらすつまずきは「イエス

が命のパンであるという告知」を前にするつまずきよりも遙：かに大きいことを、ヨハネははっきり

と語っている（vg1．6：46－63）。それはそうであろう。するとヨハネの叙述の成否の分岐点は明らかで

ある一「人の子が上げられる」という出来事が理解困難：ではある（6：62）が、これが如上の認識の

隔心点となりうるしまたなるべきであることを鮮明に提示すること、これである。われわれは彼の

叙述の工夫に迫る手だてとして、6：62が「第2組鏡像体」の「右手」部分（6：37－50）の後に記述され

ていることを重大な手がかりにすることができる。この「右手」部分が理解できないなら、なおさ

ら「左・手」部分を理解できないだろう一これが6：62の論旨である。ヨハネは「右手」「左手」を

一つのものとしてなら掴みうること、カタバシス・アナバシスの反復こそを理解すべきことを、対

称的な反照構造において提示したのである。その概要はわれわれが上で見たとおりである。

 小論第2章第2節冒頭（p．149）を参照されたい。この3：14は『民数記』の

廊主はモーセに言われた。「あなたは炎の蛇を造り、旗竿の先に掲げよ。蛇にかまれた者がそれを見上げれば、命を得る。」

9モーセは青銅で一つの蛇を造り、旗竿の先に掲げた。蛇が入．をかんでも、その人が青銅の蛇を仰ぐと、命を得た。

に由来する。これを踏まえ、罪のうちに沈む人も、「上げられた」人の子を「見上げれば」、「命を

得る」とされるのである。ここに「上げられる」とはまず第一に「旗竿の先」のようにして「十字

架」に上げられることであり、第二に復活・昇天としての高挙を意味する。このようにして「上げ

られる」は「（仰ぎ）見られる」を含んで使用されている。「福音書」第8章からイエスは「上げら

れる」道を歩み始められる。それは「見られる」道の開始でもあることが次のような文章構成のう

ちにも示されている。

 次ベージの表で、第5章の、イエスの言葉を「聞い一（」永遠の命を得る（5：19－29）というテー

マが下降し具体化して、第6章では、イエス（の肉）を「食して」永遠の命を得る、というテーマ

に至っていることが示されている。この対照表の「右手」と「左手」を比べれば、イエスの歩みが

上昇に転ずることによって基調も今や「見られること」に転化していることがはっきりと理解でき

よう（これをもとに第10、11章の基調は「聞き分けられる」、「復活」。なお第5章は本来は聾唖渚のいやし）。
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第5章足の不自由な人のいやし

 「わたしの言葉を用く；者は永遠の命を得る」

   第6章わたしは命のパンである

     く最後の晩餐〉

        第7章  仮庵祭三説教

          く受難物語全般〉

   第9章盲人のいやし

  「見えない；者が見えるようになる」

 第8章 わたしは世の光である

く告別説教・大祭司の祈り〉

 「人の子が上げられる」とき「子を見て信じる者」とは誰なのかをもう少し詳しく追跡しよう。

このことを、「子を見て」父と子の愛の一致に与ることのできる者は誰か、というふうに間うてみ

れば、その答えは上の考察からすでに知らされている。父が子のもとへと引き寄せられたからこそ

イエスの喪失を嘆く者、がその人である、とg

 その人は『わたしはある』が信じられる。なぜか？ なぜなら子のもとへ引き寄せられた人は、

子の掟と言葉を守る28だろうからであり、そのことによって子を愛するからである。イエスを愛す

る者のみが『わたしはある』と出会・うことができる。

わたしの掟を受け入れ、それを守る人は、わたしを愛する者である。わたしを愛する人は、わたしの父に愛さ

れる。わたしもその人を愛して、その人にわたし自身を現す醸φαレiσωα缶Φ亟αUτ6り （1421，Vgl．14：24）

これを逆方向から言えば、神とイエスへの「愛」があるのでなければイエス（を通した神）の「言

葉を」受け入れることはできない（5：42，8：42）。

 ヨハネ「福音書」でパラクレートスが初めて語り虚される場面である「第1告別説教」において、

イエスは「父のもとへ行く」と語られた後、「わたしの名を呼べ」と話されている。

14」3わたしの名によって願うことは、何でもかなえてあげよう。こうして、父は子によって栄光をお受けにな

る。14わたしの名によって’何かを願うならば、わたしがかなえてあげよう。」15「あなたがたは、わたしを愛：し

ているならば、わたしの掟を守る。16わたしは父にお願いしよう。父は別のパラクレートスを遣わして、永遠

にあなたがたと一緒にいるようにしてくださる。

われわれはパラクレートスπαρ（fKλTITO～を、「傍らにπαρd」「呼び求めKα，λξω」られた者と

文字通りに解する。誰が呼び求ぬるのか？イエス不在の闇の中で「泣いて悲嘆に暮れる」者であ

る。何と言って呼ぶのか？ 「イエスよ！」と呼ぶのである。呼び求める側の言葉に呼び寄せるカ

があるということか？呼び求める声は全く無力であるが、これをイエスは必ず聞き取って下さり、

父なる神へのイエスの願いは必ず聞き入れられ、「一人も失わない」とする父と子の愛の誓いにお

いて、呼び求める声の傍らに必ず慰め手が到来される、ということである。

 ちょうどそのように、「わたしは去る、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬ、あなたたちは来る

ことができない」（8：21）が言葉通りに自分に降りかかっていると悲嘆に暮れる者の傍らにこそ『わ
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たしはある』が一愛の呼応Ent騨8c加ηgとして一示現する＆μΦαりiζ∈1りとヨハネは言う。「第

2組鏡像体」の「右手」上方に強調された「意：志」、「御心」は、この「愛」とともに（形成されて

いく．三位一体論において）聖霊の位格にある。

 「見る0εωaり」（〈見る皿〉）とは、イエスが不在であるということならびにその不在を泣き

悲・しむ者がいるという肖・提のもとで、この泣き悲しみ び・める者に対して わたしはある が

び一めに応えて示現するのを「見る ということである。

 われわれのく自分から〉の何かがポジティヴにこの「見る」の成立条件を構成していると誤解し

てはならない。われわれは悲しみ恐れるだけなのであり、われわれを「子のもとに引き寄せ」、わ

れわれを父と子を愛する者とさせ、われわれに届いた愛ともとの愛との呼応のうちに示現が出来す

るのはすべて父と子の側の「一方的な働き」である。

 〈中央三．章〉の「第2組鏡像体」のなかでヨハネが「見る0∈ωρaリ」（〈見る皿〉）をこのよう

に定式化していることを、われわれは確かめることができた。驚くべきことにこの定式もまたくマ

グダラのマリアの0∈ωρaり〉の「先取り」なのである。《単一8》（p．171）を参照されたい。

第5節 「第4のしるし」と「見る0εωρ1鋤」（〈見る皿〉）

《表一8》にはヨハネの痛切な祈りが込められている。マグダラのマリアは「天使たち」に向かっ

ても、そして自分が「園丁だと思った」男に向かっても、同じ一つの事を繰り返し繰り返し言うこ

としかできない。イエスが取り・去られた、どこにおられるかわからない29。ヨハネの最大の訴え。

イエスの不在を真に悲しむマリアのこの姿とその帰結一「マリア1」、愛の呼応。そして「ラボニ！」。

 「泣きながち身をかがめて墓の中を見る」（20：11）ことが「泣きながら脆いて十字架を見上げる」

ことを意味する以外は、二世代遅れてきたヨハネ共同体の一人一人に求められる祈りとマリアの祈

り、両者の「見るe∈ωρ1乱り」（〈見る皿〉）に違いがあるはずはない、とヨハネは考える。イエス

不在の暗闇に呑み込まれ尽一くす者だけが、『わたしはあるをYのε旗i』の光を受けているのである。

 われわれの第2組鏡像体はその基盤に二つのメタファー文

    乙γaj d即δ（iρ丁0～T角～ζω耐～     己γuj dμ1↑δΦω～τ0｛｝K6σμOU

が向かい合っている。《図一1》右側（p．166）参照。 流れとなってきているキリスト教運動の内部

での人の子・イエスの「現在∫を最も強く語り出すメタファー文は「わたしは命のパンである1で

ある。これは従来の運動体の枠内で理解可能である。しかし最もヨハネ的なメタファー文「わたし

は世の光である」はそうではなかろう。ヨハネ神学は前者は後者によって根拠付けられなければそ

の生命はないとし、逆に後園は前者なくしては現実たりえないとしているのであろう。対称軸第7

章を中心にく中央三章〉において、これらふたつのメタファーたちは、互いに反照し合い根拠付け

合うようにして交響し合っていることになる。その交響の上に全ての思惟空問が乗っている。読者

はカタバシス・アナバシスの反復運動を身’体にも伝え続けるほどのこの対称的で搏動的な空間で、

人の子・イエスの道を繰り返し辿り続ける。この曝想・反省の空問を創出することで著者ヨハネは、

「第4のしるし」（イエス・キリストの「光のアスペクト」での到来）にふさわしく物語を荘厳し

たことになる。第8章第1幕．V12－20が「第4のしるし」を叙述し●（いるのではなく、この反照し

合う結構が30このしるしの示現なのである。およそ最も成功したメタファー文の繋辞は、最も深い
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存在の在り方を表現するものである。反照し合う一組のメタファーたちのεiμ｛は前代未聞の「あ

る」を語り出す「存在詞のはたらき」31を発揮する。両者のなかの二つの∈｛μ｛は、愛の極限的な重

さ、光とさえなったそれ、の入射を意味している32。この二つのdμiをいわば底辺にした正三角形

のその頂点に立つd艮丘が、『わたしはある乙’yωε旗｛』のそれである。

 さて、第6章第2幕第2説教V34－51bのテーマは「第3のしるし」（イエス・キリストの「パン

の形態」での到来）であり、その示現の場所がカファルナウムであったが、いまや「第4のしるし」

の示現の場所はエルサレムの、しかも神殿境内である。ガリラヤへの下向・しるしの業・エルサレ

ムへの上向（ユダヤ教への攻撃）というイエスの往復行為がここで最終局面に達する。これ以降の

第942章は、イエスの真理開示の言葉と業の一つひとつがユダヤ教の根幹への痛撃でもあること

を叙述していくものとなろう。それはイエス受難の道がますます険しくなることの叙述でもあろう。

 「第4のしるし」に関してもっとも重要なことは、このしるしによってはじあてヨハネ共同体

の噺しい逆なる神の到来」が完成したということである。キリスト教運動一般のなかでは様：々な

く形態〉での神の現在が語られてきただろう。ヨハネはその多様なく形態〉を貫くく真理〉として、

「光のアスペクト」での神の現在を語り出そうとする。多様なく形態〉を内包しかつどのく形態〉

へも融通無碍に転換できる33〈先・形態 Pr狙gud㎝ng＞としての「光のアスペクト」。この意味で

のく先・形態脳g面e㎜g＞をわれわれは第1籟16節のπλhρ叫αと結びつけて理解したく

思う。このく充満した最高の存在〉は常に死に曝されているという逆説34の直中にある。

わたしたちは律法によって、メシアは永逮にいつもおられると聞いていました。それなのに、人の子は上げら

れなければならない、とどうして言われるのですか。（12134）

 8；12－20と12：27－36とは「光の現在として枠をなす」とわれわれは理解する。テキストのこの範

囲においてこそ、最高存在の自己否定の歩みが明示的に叙述されているからである。最高存在の自

己否定という最高の逆説を「恵みの上の更なる恵み」（V創．1：16）と知る時に光が・しているのであ

る。πλhρωμαの示現態としての人の子・イエスが歩む受難の道一その究極の十字架を同道す

る弟子たちが「見上げる」こと。この過程で弟子たちの根底で突き動いていたものを反省的に開顕

させていき、それを追体験しつつ反復することこそがヨハネ「福音書」の根本テーマである。ルカ

の場合の、イエスの『長い桐とイエス昇天を弟子たちが見上げるというテーマとの並行関係が見

据えられるべきである。

 因みに「暗闇に追いつかれないように、光のあるうちに」（12：35）とは、生成・消滅のいわば水

平時間のうちで表現されているとはいえ、光がある／ないの狭間からのみ窺える真の命の光（白道、

油断すればすぐ掻き消えるそれ）をのみ頼りにして、という意味に解すべきであろう。「イエスは

行かれる、どこへかはわからない」という反復され続けたテーマも同様である。イエスがおられる

／おられないの狭間からのみ窺える『わたしはある』を「見るθ∈ωρaり」（〈見る皿〉）ように、

ということである。上記「見るθ∈ωρaり」（〈見る皿〉）の定式の前提条件である「不在の闇」と

いうテーマをいわば垂直の円環〈時閻〉のなかでの事柄へと転倒させて理解するときに初めて、
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「見るθεωρaレ」（〈見るm＞）は「かの時」に遅れてきた読者たちにとっても〈いま・ここでの

事柄〉として実践的なものとなるのである。「第2組鏡像体」の「左手」に「告別説教」・「復活の

イエスの、マグダラのマリアへの蹟現」が「先取り」されていることの意味は、円環とし「（回帰と

反復とが可能な〈時間〉のなかでの事柄として叙述されているということであろう。第7章で「受

難物語全般：」が象徴的に示されていたことが思い出される。

第6節  始元を知る慶び

 イエス不在の闇の中でイエスのあの痛切な「告・別の声」、

  わたしはあなたをひとりにはしておかない 05KdΦhσ磁σεF6り。り！

を頼りに泣きつつ呼び求める者、その者の傍らへ愛の呼応として示現する『わたしはある』の光。

この光がすべての創造に先立つく初めから〉あり続けているのだと初あて知るときの慶びはいかば

かりであろうか。

，Eりdρフ（面斉り6λ6γ0～

    Kαi6λ6γ0哩3錆りπρδSτδりθε61／

             Kαiθε6～和δλ6γo忌（1：1）

歓喜の祭りの行列、まさに手の舞い足の踏むところを知らずという歓びに沸き返る人々の踊り、こ

うしたものを思わせもするこの弾ける言葉のつらなりは、彼らが新しい真なる神を発見し出会った

ことを告げている。これと全く同じ喜びも第8章にすでに書き記されている。それがわれわれのい

う「第3組鏡像体（左手）」である。《表一6》（P．170）の一組の鏡像体について読者は、その（向か

って左の）「右手」上段から三段階の下向を確認され、次に「左手」の下から三段階のく上向〉を

読みとられたい。

 まずイエスの降下。ヨハネはキリスト教運動の記億深部にある湖上歩行の伝承の中に、イエス

の一方的到来を読み込む。「右手」のく荒れる夜の湖〉はくイエス不在の闇〉とく弟子たちの恐怖

〉を、〈恐れるな〉はく一人にはしない〉とく恐るべき旧約の神ではない（伝承の転倒、由会いの

一瞬におけるイエスの弟子たちの恐怖は逆にヨハネの時の慶びを強調している）〉を意味している。

ここに「見るθ∈ωρaり」が成立している （6：19）ことも確認しておこう。

 次に上昇。この鏡像体では「左手」と「右手」は車のこしきか．ら出る輻（や）のように放射状に対

応している（鏡像体最下部が地上のイエスを主題にしているのは他の鏡像体と同様である）。「右

手」のく既に暗いのにイエスはまだ来ておられなかった〉と「左手」のくイエスの日を見るのを楽

しみにしていた〉、「右手」のく見て恐れた〉と「左手」のく見て喜んだ〉。このような対応を踏

まえるなら、「右手」の「わたしはある」に「恐れるな」が接続しているからには、「左手」の「ア

ブラハムが生まれる前からわたしはある」は「喜べ」を言外に喚起していることが明らかとなる（こ

こでのイエスの退去は時間的な遡源となつ一（いる）。

 ヨハネ共同体は自分たちの新しい神との出会いの慶びがかの時のアブラハムの喜びに通じてい

るのを知る。さらにこの慶びの根はアブラハムが生まれる前の天にく初あから〉張っていたのだと
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知って、彼らはますます歓ぶのである。だからヨハネが「ユダヤ人たちは、石を取り上げ、イエス

に投げつけようとした」と記すとき、彼は読者の慶びを意識しつつ共有しているのである。歯ぎし

りするくユダヤ人の憎悪〉をしりえに神殿境内を去っていくイエスを幕切れに叙述する（まことに

秀逸な7：10－11と呼応）ことによってこの卓越したドラマ作家は読者の感情を一挙に盛り上げる。

 ヨハネ共同体のこの慶びは、彼らが「アブラハムが生まれる前から」の人の子・イエスの栄光

へ参与していることの意識の現れである。鏡像体「左手」は「栄光論」’（V48－55）に接続して語ら

れていて、第17章「大祭司の祈り」の次の言葉を背景に読まれるべきである35。

17；5父よ、今、御前でわたしに栄光を与えてください。世界が造られる前に、わたしがみもとで持ゲ（いたあの

栄光を。

 直ちに付け加えたいことがある。「第3組鏡像体」「左手」のイエス退去のイメージが、「第1

組」「第2組」の鏡像体の「左手」のものと全く異なる、という点である。今までわれわれは入来

されたイエスの退去の方向を無意識のうちに、昇天一神の右＝「ステファノの幻」（使7：56）の類

のものと視像化して捉えていた（その際イエスの実在感は弱まっていた）。ところが「第3組鏡像体」

「左手」のく上向〉では始元への遡源が強調されて視像化の方途が閉ざされ、その分、（ヨハネ共

同体の慶びに包まれて）人の子の天での実在性が際立たされている。「第2組鏡像体」においてイエ

スの入来・退去の経路はいわばV字型をなしていて、鏡像体最下部には人の子・イエスの臨在を

表現する「命のパン」「世の光」という二つのメタファーが、したがってその中の対応する二つの

乙γ樋∈｛μ1が横に並べて記述されていた。ここ「第3組鏡像体」では対応する二つの乙γ磁d芦1は

「右手」の最下部（地上）と「左・手」の最上部（天）とに分けて配置され、上述の車の轍や）状の対応に

も助けられて、イエスの経路が円環となっていることが鮮明化される。こうして人の子・イエスは

形態化以前へと帰って行かれる。ここにヨハネ渾身の転倒が行われていると見なければなるまい36。

 牛若と高間との関係はヨハネ神学からはどのように論じうるであろうか。われわれは高田・「先

在のロゴス」への還帰をまず「先・形態Pr麺gud㎝ng」への遡源と捉えることが必要であると考

える。多様なく形態〉を内包しかつどのく形態〉へも融通無碍に転換できる、＜先・形態

P面餌e㎜9＞としての蝋ρ叫α。幽

 信ずる者が言葉に出して呼びかければ、このπλhρωμαは始・中・終の円環のその場にふさわ

しい時の形態をとって信ずる彼・彼女の0∈ωρaりの前に立ち現れられるだろう。この0∈ωρdり

の中に聞こえてくるπλ而ρωμαの声が、術語として成立したλαλ6ωである。このλαλ6ωは「第

2組鏡像体」「左手」の上方に聞こえ始めてきている37。

 このπλ舜ρωμαの光と声に全体的に与る「その日には、あなたがたは」（16：26）、ある／ない、

見える／見えないの狭間を通して透かし見る必要はなくなっているであろう。その方向線を遙かに

見据えた境涯から、永遠の命と光は端的に存在と無との絶えざる交替と語られるであろう。そして

このような生命的な搏動のうちに祈りを込，めて元型となるものを反復することにおいて初めて、

「歴史に耐える」神学の論理空間が張り渡されていくのだと考えられる。
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1 われわれは現在、『ヨハネ「福音書」におけるλαλ乙ωの用法について一提示鯵分析試論』を執筆中である。それは「第1部 冒

頭三章について」「第2部 パウロとルカにおけるλαλ6ωの用法について」「第3部 「福音書」〈中央3章〉の交錯配列と術語

λαλ‘ωの成立」「第4部 術語λαλ‘ωとヨハネ神学」の四部構成である。その第3部では「福音書」第6章一第8章が四三

交錯配穿・の くべき 造 を構成していて、この結構に現れた反翼構造においてヨハネ神学に独自の「見る鹿ωλξω」「話すλα猛ω」

の術語が構築されている次第をわれわれは考．察している。ここに提出する小論は術語「見るe∈ωρξω」をめぐるひとつの問題点を焦

点とし、必要な限りで関連する部分を要約しつつ、論述をすすめたものである。われわれの出発点にある問題意識は4：1－42のベリコ

ベーの「サマリアの女」が行った絶対経験が何であったのか、425－26、なかんずく乙γω∈1μ、δλαλ㊦レσOtは何’をどういう場面

で意味し現しているのかというものである。この箇所’に類似する1120－27、9；36・37ではそれぞれが「奇蹟としるし」に直結するこ

とでひとつのまとまりをなしている。そのまとまりに劣らない内容を（随伴する奇蹟がないままに、かつテキストの「手前」での分

析にとどまりつつ）われわれのべリコペーのうちに見いだすこと、これがわれわれの課題である。ところでわれわれが上記交錯配詞

に遭遇し、これを発掘する（それが発掘といえるものならば）こととなった発端は、「～と言う」という語（われわれはこれを発話

提示語と名付けた）の勘当状況の分析にある。ここでのべリコベーで一、この語は必ず与格・対格付きで丁寧に

周り返されていて、その末字をとって並べれば、愈Φ℃’㊤囑●り漁’Φ●面●Φ’qと対称的に並び、奇異の感が生じたことが始まりであ

る。なお小論の今後の論述の前提として，われわれの「第1部」に関連して若千の事柄を（結論だけとなるが）ここに記しておかな

ければならない。「僕の形態」におけるイエス・キリストの到来は「第2のしるし」であってここから初めて「〈人間〉イエスの物

語」が始まる。r神の形態」におけるイエス・キリストの到来は「第1のしるし」のときであるが、この段階でけまだイエスは〈人

間的な〉行動をとることができない。「カナの婚礼」のべリコペーは、「神の形態」のイエス・キリストがガリラヤなる共同体＝身体

と「結婚」されたことを祝う祝典劇であろう。その直後の宮深めは、この新しく得られた「身体」がイスラエル中央を制覇するに至

る新しい神殿樹立の預言行為。このように「神の形態」での到来にあっては「身体論jこそが縦のテーマとなりうる。第3章は挙

げてこの「神の形態でのイエス・キリストの結婚・到来」（「イエス生誕物語」批判）というしるしの総括ならびにヨハネ神学の宣言

である講話。「第2のしるし」は家の教会の聖別の祝典劇がそ．の「座」であろう。二つのしるしの並行性などについては小論第2章

第2目ならびに丈末脚注23でも述べる。なお、「神の形態」、「僕の形態jはフィリピ2β一11に直接闘達するのでなく、アウグスチ

ヌス『三．位一体論』第2巻1：2－3の同題にヒントを得て術語化したものである。

2 マルコの流れにおいては、福音書のテーマは福音、しかもイエス・キリストの彊童塑である。ヨハネは端的に初めに言があ

ユムとする。このすさまじい転倒のなかにヨハネの思惟のスケールが窺われよう。

3 それは対応第7段1：51に明示されている。参照、土戸 清『ヨハネ福音書研究』 創文社 1994p19。 r人，の子」とはr尊称」

といっても、鉢的にはイエス自身が自分を呼ばれるときの名である。信ずる者の側からは「人の子」を呼ぶとすれば「神の子」等々

でなく「イエス」と呼ぶこととなろう。伊吹 雄氏は福音書文学類型としてのヨハネ福音書の「執筆目的」として「イエスの名によ

って命を受けるため」と記されてある（対応第7段）ことの意味について、予感に満ちた考察をすすめられている。伊吹 雄『ヨハネ

福音書と新田思想』 創文社1994第6論文 この著書からわれわれは特に「語る」「見る」への注目を教えられた。

4 マグダラのマ1，アが墓の外にとどまった（これはθ∈ωρ乙ωの距離意識を示すものであろう）ことを含め、列王記上19＝9－18の二

回にわたる「エリヤよ、ここで何をしているのか」との何らかの関連を考えるべきなのかもしれない。

5 ここでヨハネが使用している視覚言語は初出の順に、乙μβλ歓ω，首δ0レ，e∈（ioμα』蘇xfω，蕊ρiσKω，であるが、さらに

στρξΦω4叩・乙ω，γしレ面σKωが各一回使用されている。

6冒頭三章で「明るさ」は、重厚なそれと薄明のそれとが交亙に6種類提示されている。C・H・タルバート著／加山宏路訳『ル

カ文学の構造  定型・主題・文学類型』 日本基督教団出版局 1980にはウェルギリウスの『アエネーイス』について「偶数の

巻・がきわめて強い悲劇的感情をもって迫り、奇数の巻は軽快で緊張を和らげる効果をもつ一一一このように交互．に録り返されるリズム

がある」（p22）という記述があるが、のちほどわれわれが言及する、地中海文学のヨハネ「福音書」への影響という観点から、考え

させられるものがある。

7 土戸 清氏も弟子召命物語の中の〈ガリラヤへ〉の動きに注目されている。土戸『前掲書』p16
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8 おそらく著者ヨハネが眼前にしている資料はこの継承過程を非常にタイトに示していて、その流れを「カナでの婚礼」へと続け

ていたと考えられる。預言者ヨハネの「見る」を弟子たちが反復するこの流れの中で、イエスの「見る」が次第に浮き上がってきて

いるが、それは著者ヨハネの筆であるのかも知れない。われわれの対応第6段の1：50における「見る1は、弟子が、ではなくイエ

スが、「見ろ」である。ここにはイエスに接する者の「見通されることによってイエスを見る」というテーマがあるが、いまはこれ

には関わらないでおこう。

9 預言者ヨハネが張り渡すパラダイム空闘の中でのみ「見る」のリアリティがある、ということ。イエスを地上に植え付ける預言

者ヨハネの仕事。ヨハネ「福音書」はイエスと預言者ヨハネとの「同伴関係」を第10章末尾まで叙述している。それは何を意味し

ているのか？

lo@「福音書」全体での使用例は36。以下0内の数字は使用回数。「人を見る」（15）、そのうち「イエスを見る」（4）、「実地に見

る（見て調べる）」（6）、「しるしを見る」（4）、そのうち「しるし理解の批判」⑱一4＝48，6：26，6：3〔》、「気付く、わかる」（3）、「イ

エスの日を見る」（2）、「霊がとどまるのを見る」（1）、r神の国をみる」（1〕、 fイエスの栄光を見ろ」（1）、「（広い意味での命令を含

め）見よ、目で見る云々」（つまり対象のレベルは確定不能：5）

u  「父、神を見た」（6）、「イエス（主）を見た」（6）、「イエスが神のもとで見たことを証する、話す」（3）、「イエスの業を見た」

 （2）、「アブラハムをイエスが見た」（D、「霊がとどまるのを預言；者ヨハネが見た」（1）、「血と水が流出するのを、愛された弟子が

見た」（1）．ここでの「イエスを見る」の意味は、〈見る1＞の物的な対象に出会うのとは鋭く対立する。重要なのは「父とのつな

がりにおいて」、だからいわばく父と子を結ぶ〉霊・愛において「イエスを見る」ということ。

12 @これについては小論脚注27で論ずる。なお平米形ちΨo貼α1での用例の残りは、「神の栄光を見るだろう」（1）、「命にあずかる

だろう」（1）。

18@その他の用例。「イエスの業・栄光を見る」（2）、「しるしを見る」（2）、「父を見る」（1）、r真理の霊を見る」（ユ）、「天使を見

る」（1）、「墓の異変をみる」（1）、「死をみる」（1）、「～であることをみる（除4＝19）」（3）。

14 @14：19と16：16，17，19とを対比せよ。．

15@7＝17，7：18，8：28，12＝4912150，14＝10 これらの箇所では直接にはイエスの言前と業が「父からか自分からか」というふうに問題と

なっている。しかしそれは同時にヨハネ共同体の告知、個々の信者の行動規範をめぐる言い方でもある。第3章、第6章にみられる

天と地、霊と肉という「パウロに似た位相の二元論jが第6－8章を叙述していく過程で、申命記18：15・22（「自分から」については

特にV：20・22）をふまえた「神からか自分からかの二元論」へと掘り下げられていったのだとわれわれは推察する。

16@相手の反応を縫うようにしてイエスの言葉が走っていく様は、ルカ10：25－37（善いサマリア人）、同18：18－30（金持ちの議恥を思

わせるものがある。

17@聯28は確創こ強引な論法となっている。民衆の「どこの出身かをわたしたちは知っているδ晦レπ6θεワ㎞レ」というつぶや

きを承けてイエスに大声で「どこの出身かをあなたたちは知っている改δατεπ6θ∈レd｝“」と叫ばせている。しかし「知っている」の内

容はまr・たく異なる。相手の主張をまず受け止めてつぎにこれを転倒する、このヨハネの得意とする論法コ

  A「イエスは言勧コ  B「どこの出身かをわたしたちは知っている」

       ＿   B’「どこの出身かをあなたたちは知っている」  C「イエスはある方から遣わされた者である」

〈二重化された第2項〉の一つの典型。われわれはここでは次の様にみて、ヨハネの議論を認めることにしよう。命に関わる真なる

ものの認織は、民衆の「知っているという思い」からしか始まらない、と彼は見1：いると。つまり新しい認識は、旧来の神学パラダ

イムの中の知ではなく、ひとの直接体験についての知の意識（記億）に依拠し、それを通路とする以外にはあり得ないということ。

18イエスをめぐる「どこから」fどこへ」の問いが群衆の関心の根底になっていることに注目されたい。ヨハネ共同体にとって、イ

エスの道が新しい意味で円環を為すことを発見したことがどれほど重大であったか、それがここに示されている。

L9@このような前後対称的な配列法は修辞学でふつう「交錯配列法  Chiasmus」（後述）と呼ばれている。われわれはこの交錯配

列法Chiasmu8という術語も使用する。しかし「福音’書」第7章V25－36に典型的に見られるような、下向・上向の運動をひとつの

単位に包含するかぎりの交錯配列法を特に鏡像体配列法と呼ぶことにする。その理由は第一に、それが人の子・イエスの地上への入
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来と退去、降下と高挙とを、あたかも鏡面への入射と反射の関係のように表現していること、しかもそれをテキスト文面上の行の上

下がイエスの立たれる位置の上下を表示するという形でさえ遂行すろものであるということによる。第二にそれは単純な八射反射関

係でなく、（右手の鏡面に映る像は左手だが、左手の手袋に右手は入らないことから知れるように、右手とその鏡像たる左手の両者

は「重ね合わすことが出未ない」   これは立体化学における「鏡像体」の説明の一部である   のと似て）入来と退去との対

祢的叙述の中にむしろ両者の質的差異を含意しているものであること、この点をわれわれは重視したいからである。因みに立体化学

はギリシア語の「手」冗ε1ρ1二由来するchira1という術語を使用して上のような説明をしていくが、この例を踏まえ、われわれはひ

とつの組の鏡像体、ならびにその「右手」「左手」という言い方をするのである。さて、f福音書」第1章から第13章が第7章を谷

閏とするV字棲造（つまり最大組をなす鏡像体）として叙述されている。この構造を承けてさらに、第14章から第20：章も第17章

を谷口とするV字構造（一組の鏡像体）として叙述されている （《図一2》、《表一7》参照）。この両者は相合して＿三重全’

 の上に、 形ωの結 を視的に，き上がらせている。

 ルカ文書における交錯配列法は早くカ・ら注目されているが、その研究の概観については参照、三好迫『ルカによる福音書旅空

に歩むイエス』 講談社 1996 pp 64・67。また詳細な事例はC・H・タルバート『前掲書』p109以下を参照のこと。なお同書に

はその第5章で西洋古典文学、イスラエル・ユダヤ文学における配列定型についての概観が記述されており参考になる。ところで、

泉安宏氏は共観福音書における洗礼者ヨハネについてゐ叙述がそれぞれに交錯配列となっていることを明示されている（高柳俊一

編『聖書のドラマに昼場する人物』所収「洗礼者ヨハネー一共観福音書における神学的位置づけ」）。

2D@C・H・タルバート『前掲書』p，25 さらに参照、「地中海世界の文書は…全体を集約する中点を持つ。この事実は…ユダヤ教

の著作についても妥当する。」『同書』p．219

21 @サフライ／シュテルン編、長窪他訳『総説・ユダヤ人の歴史 下』新地書房 1992p95

処 官本久雄「仲介する第三者  ヨハネ福音書とプネウマ言語」『現代哲学の冒険5 翻訳』岩波書店 1990p382なおこの論

文からわれわれは、テキスト表面からブネウマの働きを読みとる視点を教えられ、さらに導入部に記された著者の根本的な問題意識

に大いに励まされた。

23@帰途彼は奇蹟の実現を知る。実現したのは「きのうの午後一時」（4：52）であった。つまり「あなたの息子は生きる」とイエス

が言われかつ男児が回復した（4：50，53）のは、ニサンの月14日に当てはめるなら、イエスが十字架上で絶命された時刻のこととな

る。ある意味で、役人の信仰がイエスの業をわが家にもたらしたのだとも言える。そうすると1王の役人＝病める子供の父親」は⊥

エスの．を 示するドラマの「1 ・の主人公なのである。カナなるイエスの御心と役人の下向（カファルナウムへDは、天な

る父の御心〔Vgl＆39－40）とイエスの下降（ガリラヤへ！）のr反復」である。イエスは「父から遣わされた人篇罪に沈む羊たちの

羊飼い」である。ここからも、「カナの婚礼」は、 を地上に派しする ガリラヤなる3垢  との の結婚 という なる父の’，

を 示するドラマの「・ 1であり、そこでのイエスは「二重キャスト」となっていることが予想されよう。一方のキャストはひ

とりのく人間〉としての形態化を未だ得ていないのである。また、「役人の息子のいやし」の座が家の教会・が聖別されたときの祝典

劇であろうことも想像されよう。

24 @ある種のしるしに序数がつくのは、（その他の群小のしるしと異なり）それがイエスの地上での道で特別重要な意義を有するから

である

処  「第1組銑像体」の左手上昇部分の分析の際にも既にうすうす感じられた読者もあろう。なお大貫 隆氏は「テキスト効用論的

釈義の試み一ヨハネ15・18－16・4aに寄せて一」『福音諸研究と文学社会学』岩波書店 1991 pp175－209において極めて精

密で説得的な分析を提示されている。ここに15：1＆25は「全体として回顧的、あるいは、反省的」 15：26－16！4aは「全体として木

来への予告」であることをふまえ、この結榜のもとでのメッセージが読者に「福音書」全体の読みをどのように促しているかを考察

されている。われわれは「福音書」第7章中央を対称軸とする上向下向の構造体がこのように「告別説教」に内蔵されているのを見

るとき、逆にそれぞれの組の左右の鏡像体こそ〈告別説教的視野〉によって構想され得たものであることを知らされた。

 なお「告別説教」においてはく予告〉はく記憶の喚起〉であることにも注目したい。イエスの弟子たちがイエスの受難に遭遇した

ことのく想起と反復〉   これを新しい真なる地乎で遂行することの指針が「告別説教」で提示される、という意味で。

25 @第8章では「信じたつもり」の批判はまだ顕ではない（8：26臥8：31a）が、第9章ではそれははっきりしてくる（9：40－41）。イ
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「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθεωρεをり一

 エスの瞬刻は表面は「ユダヤ人」に向けられているが、同時にキリスト教運動内部へと投げかけられているのは当然である。

 禦  「福音書」〈中央三章〉の緊密な結合関係の中でヨハネが、＜「 を「見るθεωξψ ことによって信ずべきこと（6140）

 〉を強調し、これとの対比で、「人の子jのパンの形態での降下につまずくなら、〈「人の  の上げられるのを「見るθ∈ωξiレ

 ≦≧ζ⊥三よユ魁つまずくだろうとの警告（6＝62）〉を第6章に記述し、第8章に、〈（仰ぎ見られることによって自らのもと

 へと包摂する意味での）「上げられる （8：28）との 連における「人の子〉を記述し終えたとき、彼はヨハネ神学の「人の子」、「〈

 見ろ皿〉としての8εωρaレ」（そしてλαλ‘ω）の術語化を達成したのである。永来終末論の地平で「人の子」を永来形で加dωす

る（ちΨ・μαbと・・うことの漁がここ｝・転倒された．・3・論第1章第2節rA三種勧r見る』の、ヨハ補舗での用法」「2）δ幽・」

（p．144）のB群はヨハネが未来終末論をまず受け止めたことを示し、A群はこの未来を、つまり撚末論的な「人の子を見るだろう」

 という木犀を、「イエス不 の 一ここではイエスは〈見えない 9εω6iりの否 形 〉一 を潜った｛のく  〉へと、つま

り現在終末論が約京する未未へと、ヨハネが改釈し転倒したことを示している。後者は、イエスがおられろ お’れないの狭βから

 わたしはある の示現、を見る、というふうにまとめられるく見る皿〉の実現の約東であろ。θ∈ωρaレをPr岨guherungとの関連

に位置付けるに当たっては、〈6162においてヨハネが「人の子」を「先在のイエス」の位置にまで突入せしめた〉ことの大貫隆氏

の指摘が参考となった。同氏著『ヨハネによる福音書世の光イエス』日本基督教団出版局1996p210 ［未来終ネ論の観点からも

ともとは、「人の子」は頓dωの未来形と結合していたことの事例が土1う『前掲書』p247A㎜し．21）に示されている。］

28よく使われる「言葉を守る」という術語は、たんに「掟を守る」と等価の、行動規範に関連する言葉であるに過ぎないのであろ

うか。祈りの言葉は「守る」の対象とはならなかっただろうか。定式化された言葉をく練り上げるようにして唱え続ける〉瞑想法の

修練が、「言葉を守る」という譜法に内包されていないだろうか。5；39は言外に、瞑想の実習を伴わないままでの聖書研究を否定し

ているようにも聞こえろ。

四 これは「イエスは去られる、他の者はそこへは行けない、見えない」というヴァリエーションのもとに第7章の「第1組：鏡像体」

 「左手」、第8章の「第2組鏡像体」「，左手」に一貫している根本テーマであった。それは1a33－36でも語られ、また14；5、16＝10、

16：16－18、17：11にも同じテーマが含まれている。

30 「第1のしるし」と「宮潔め」との関係に鮮明に見られた事態と同一である。福音書世界で「裏付け引用二反照的引用

Reflexionszitat」といえば（旧約）聖書からの引用であり、それによって根拠付けが行われる。「第ユのしるし」においては「反日

的引用 Reflexionszi語tjがキリスト教運動内部のく記憶〉からの「引用」＝宮町めとして行われていると考えるべきである。 f～

と言う」を表す発語提示語を「福音書」第2章において分析してみると「カナの婚礼」はλ6γwの現在形の一本槍（一カ所だけ接続

法、あとは直説法）、逆．に「宮潔め」はほかの動詞を含めて歴史的現、在は皆無という亭：実がある。このまことに異様な対比から、「宮

濠めjのべリコベーの全体そのものが、「イエス・キりストの到来・結婚」の喜び（歴史的現在ではなく現在そのもの）へのr反照’

的引用RenexiOI13ziしat」であると思われる。つまりイエスの「弟子たちは、イエスがこう言われたのを思い出し」（V22）たと記さ

れているが、ここでみるべきは、著者ヨハネはイエス・キリストの到来を祝うヨハネ共同体の祝典の叙述の中で反照的に「宮潔め」

の出来事そのものを思い出している（＝喜びがそれによって根拠づけられ倍加している）という点である。つまり（登場人物による）

回想が生じたとされるとき、叙述されているのはその回想の場そのもののが（著者によって）回想されたということの方なのである。

この叙述が「反照的引用Re恥xion曲tat」の役割を果たす。「エルサレム入城」における（弟子たちによる）回想の場の叙述を介し

ての（著；者による）回想の叙述も同様。イエスの受難前の物語の最初と最後を（「聖書’」だけでな⇔キリスト教運動の深部の記隠

によって根拠づけるということであれば、著者ヨハネの「キリスト教運動の反省」という視点は方法的にもまことに筋の通ったもの

となる。それどころかヨハネ「福音書」は、反唇されるべき根拠・意味付けを、「聖書」や「キリスト教運動の記憶」にとどまらず

ヨハネ「福音書」そのものに求め、こうして反黒の円環を閉じようとさえしている。告別説教に多発し、λαλξω活躍の場面である

「これらのことを話したのはτ〔エ愈τα，λελdλτ1Kα，6」食レ聖‘レα．（15：11，1611，16：4，16：33）等々の語りがそれである。

3唱われわれのメタファー論攻究にとって、リクールもユンゲルもそれぞれの角度から「存在」を研究究極のテロスとしていること

が最も参・考になり、励ましになった。佐々木．寛治「メタファー過程によせて」「十字架上のメタファー」『川崎医学会誌・一般教養篇』

第20号’、 1994、pp91－114
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佐々木寛治

32 こうして第2組鏡像体「左手」の8：21はその対応箇所6：44－46と逆説的に一致すると言うべきである。

鯛 われわれは、大貫隆氏の「全時」概念に（しかも持に、テキスト個々の場面への照肘の当て方、それらの取り纏め方に）根本的

に依拠している。

禺 このようなπλfpωμαが人の子・イエスによって人格的に代表される限り、「受難物語」はイエスその人の正真正銘の受難を表

現している。この受難を最高の従順による最高の主体的意志をもって回雪するイエスの能動性は、受難の受動性という基盤が強画で

あるからこそ意義深いことであるとわれわれは考える。イエスの受難に、自らの存在の最終的な危機として弟子たちが遭遇すること、

その危機を追体験すること    ヨハネ「福音書」の存在理由。「神の存在は最高にレァールな、決して弁証法的とはならない底

の脅威を無から受けているのだということ、このことが主題となるように神の存在を語ること、このことを強要しているのがキリス

ト論的に理解された啓示概念ではないのか」（α）6㈱5㎞」滋加隔nT麟hlgenlMohr 41986 S．5）。8；31の分析に際してわれわ

れに強烈に訴えかけてきたのは、深い洞察：をたたえるエバハルト・ユンゲルのこの言葉、そしてアウグスチヌス『三位一体論』第15

巻22の見えないものを見ることへの祈りであった。

35「，左手」鏡像体の最上段でイエスは栄光の先在＝先・形態を籍られた後「神殿の境内から」出て行かれ、直ちに第9章からのく受

難への旅〉の歩みが始まる。それは明らかに、第17章から第18章への移行に並行している。そこでは「大祭司の祈り」が終わるや

イエスはく逮捕されんがために〉「ギドロンの谷の向こう」へと出て行’かれるのである。

35ルカ文学的「見る」の吸収と転倒。3＝13単独ではなく3：14がこれに併置されていることは、ヨハネ沖学がパウロ的思索との自己

区別を意識しつつ深化していく過程を反映してはいないだろうか。そしてこの3＝14の典拠『民数記』21；8－9に向かう動機をヨハネに

与えたものが何’であるかを考察する際に、ルカ文学との並行闘係は無視し得ないようにわれわれには思われる。使徒言行録イエス昇

天物語（1：8－12）はルカ928－36のイエスの変身物語と明らかに枠を形成していて、この枠の中でのイエスの長い旅は挙げて〈イエスー昇

天とその目撃〉への助走であるとさえ思えるほどである（『サマりアの女の物語』はヨハネ版変身物籍であるということがわれわれの

結論である）。なお、この変身物語は「イエスは、天に上げられる時期が近づくと、エルサレムに向かう決意を固められた」（ルカ9：51）

というモチーフによるものであり、この物語が供食勅語とペテロの告白に接饒していることに注目したい。供食物語、ベテロの告白、

決意してのエルサレムへの上京はヨハネ「福音書j第6－7章のストーり一展開そのものでもあった。さて、加山久．夫氏はルカの「視

覚言語」に関連．して〈イエスの顕現一復活者の言葉一イエスの昇天〉図式、〈復．活一四→一日一昇天〉図式というまとめ方をされてい

る（同氏『使徒行伝の歴史と文学』ヨルダン社、1986、p酔70－472）。〈下向一しるしの業一上向〉というヨハネ図式のモデルが与え

られているようで大変刺激的である。以よ．を念頭に《表一9》（p．172）を参照されたい。最」二段のイエスの言蓄の対応、ならびに「見

えなくなる」のテーマの強調が注目される。対照表左欄は、行の下向に伴って何者かが降下していて、それは弟子たちとともに山を

下ってエルサレムに戻り、宿の上の部屋まで上っている一そういうことを感じさせもする文章である。ともあれわれわれは、ヨハ

ネの「転倒」の手法が焦点化されて解明されていけばヨハネの∫資料への依存如何」の判断基準も変化してこざるをえないであろう

ことを期待している0

37 @λα；λ6ωはヨハネf福音書」にお‘ナる59の用例のうち、イエスの語りを提示するものが46回あり、そのうちイエス自身が自分

の発語に関して一人称語尾を伴って譜られるものが32回ある（「人の子」が基本的に自己言及の呼称であることと関係しよう）。パウ

σのように霊との関連においてでもなく、ルカのように異言・悪謹言誘的にでもなく、自らの言葉を〈父から教わったことを上から

地上へ向けて語る垂直言語〉として自覚しつつ反省・に一人目彫でλαλ6ωが語られるところが術語としてのλαλ6ωである所以で

あるρこのλ尋常ωは第7章のわれわれのいうところの「第1説教J」（～n4・18）にも副用されているが、この部分は交錯配列の完成の

際にまさにこの位置に「告別説教」を予示するものとして、ヨハネの手によって記述されたのだとわれわれは考える。因みに、7＝24

は「イエスの裁判」の予示である（4・論P．165）。こうしてわれわれは例えばSd曲akenb㎎のように、5：47に7：15・24を接読させるよ

うな、第7章を分割する読み方には反対である。さらに、われわれの構造体分析とカファルナウムの焦点化の過程の分析が、いわゆ

る第5章と第6章との錯簡問題に対するわれわれの解答である。
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「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθεωρε初一

「わたしを見たから信じるのか」資料b

《表一1 ナタナエルとトマスへのイエスの言葉》

博フィリポはナタナエルに出会ってε5ρ｛σkε璽言っ

た。 「わたしたちは、モーセが律法に記し、預言

者たちも書いている方に出会・つたε缶ρ舜《α．騨εり。そ

れはナザレの人で、ヨセブの子イエスだ。」

㈱するとナタナエルが、 「ナザレから何か良いも

のが出るだろうか」と言ったので、フ4リボは、

「来て、見なさい㌃δε」と言った。

凶イエスは、ナタナエルが御自分の方へ来るのを

見てaδεり、彼のことをこう言われた。 「見なさい

㌃δ∈。まことのイスラエル人だ。この人には偽りが

ない。」

協ナタナエルが、 「どうしてわたしを知っておら

れるい1舶σ旧sのですか」と言うと、イエスは答

えて、 「わたしは、あなたがフィリポから話しか

けられる前に、いちじくの木の下にいるのを見た

♂δ6ソσ’ε」と言われた。

脳そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主

を見たξωρdKαμ…りTδレK面伊。レ」 と言うと、

トマスは言った。「あの方の手に釘の跡を見蔽レ画

とδω、この指を釘跡に入れてみなければ、また、

この手をそのわき腹に入れてみなければ、わたし

は決して信じない。」

泌さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、

トマスも一緒にいた。戸にはみな鍵がかけてあっ

たのに、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたが

たに平和があるように」と言われた。

㎜それから、トマスに言われた。 「あなたの指を

ここに当てて、わたしの手を見なさいKαi，｛δετd6

冗a甲d～μ児。また、あなたの手を伸ばし、わたし

のわき腹に入れなさい。信じない；者ではなく、信

じる者になりなさい。」

圏ナタナエルは答えた。 「ラビ、あなたは神の子

です。あなたはイスラエルの王です。」

㎜トマスは答えて、

と言った。

「わたしの主、わたしの神よ」

150イエスは答えて言’われた。 「いちじくの木の下

にあなたがいるのを見たと言ったので、信じるの

か5naπ6りσ・乳5naδ6レσε西㎜Kd・ω席σu・負～，

π巳σ［τε6㎝s；。もっと偉：大なことをあなたは見るこ

とになるμε鱒ωτ067ωレ6Ψη。」

㎜イエスはトマスに言われた。 「わたしを見たか

ら信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いであ

 ロ    サ  ダ      ノ           げ                    ノ        ぐ    へ

る0τ1auραkαSμ…π∈πLσr∈Ukα～昇UαKOρ1010巳爬η

1δ6レτε～kαiπ巳στε6σ’αレTε～。」

151 Xに言われた6rはっきり言っておく。天が閉

け、神の天使たちが人の子の上に昇り降りするの

を、あなたがたは見、ることになる6ΨεσBε。」

㎜このほかにも、イエスは弟子たちの前で、多く

のしるしをなさったが、それはこの書物に書かれ

ていない。3しこれらのことが書かれたのは、あな

たがたが、イエスは神の子メシアであると信じる

ためであり、また、信じてイエスの，名により命を

受けるためである。
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《表一2 イエスの最初の言葉  地上での、復活後の》

1；35その翌日、また、ヨハネは二人の

弟子と一緒にいた。燭そして、終い

でおられるイエスを見つめて、「見よ、

’の小 だ と言った。1：37二人の弟

子はそれを聞いて、イエスに従った。

1：38イエスは り返り、彼らが従って

来るのを見て、「 を一めているの

一。彼らが、「ラピー
 先生 という意 一一どこに泊ま

20113 V使たちが、「婦人よ、なぜ泣いているのか」と言う

と、マリアは言った。「わたしの主が取り去られました。

どこに置かれているのか、わたしには分かりません。」2。；14

こう言いながら後ろを振り向くと、イエスの立っておら

れるのが見えた。しかし、それがイエスだとは：分からな

っておられるのですか」と言うと、

1：39イエスは、「来なさい。そうすれ

ば分かる」と言われたpそこで、毯

らはついて”って、どこにイエスが

泊まっておられるかを見、た。そして

その日は、イエスのもとに泊まった。

後四時ごろのことである。1；40ヨハ

ネの言葉を聞いて、イエスに従った

二人のうちの一人は、シモン・ペト

ロの兄弟アンデレであった。

かった。

2D：15イエスは言われた。「婦人よ、なぜ泣いているのか。

だれを捜しているのか。」マリアは、園’丁だと思って言っ

た。「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置

いたのか えてください。わたしが、あの方を引き取り

ます。」20：16イエスが、「マリア」と言われると、彼女は振

．り向いて、ヘブライ語で、「ラボニ」と言った。「先生」

雌である。
20謂イエスは言われた。「わたしにすがりつくのはよしな

さい。まだ父のもとへ上っていないのだから。わたしの

兄弟たちのところへ行って、こう言いなさい。『わたしの

父であり、あなたがたの父である方、また、わたしの剛

であり、あなたがたの’である のところへわたしは上

る』と。」

1：41彼は、まず自分の兄 シモンに会

って、「わたしたちはメシアー 油

を注がれた者  という意 一に出

会った蔚Kα∈りと言った。1…

そして、シモンをイエスのところに

達れて行った。イエスは彼を見つめ

て、「あなたはヨハネの子シモンであ

るが、ケファー 岩 という意

一と呼ぶことにする」と言われた。

1：妃その翌日、イエスは、ガリラヤへ

行こうとしたときに、フィリポに出

会って、「わたしに従いなさい と言

2閃8マグダラのマリアは 子たちのところへ’って、「わ

たしは主を見、ました邑〔」αKα」と告げ、また、主から

言われたことを伝えた。2。119その日、すなわち週の初めの

旦脚立、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのい

る家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが米て ん

中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。

20：20そう言って、手とわき腹とをお見せになった。 子た

ちは、主を見て んだ。罰＝21イエスは重ねて言われた。「あ

なたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしに

なったように、わたしもあなたがたを遣：わす。」20＝認そう

言ってかち、

けなさい

われた。

らに息を吹キかけて言われた 「聖霊を受：

20：23だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その

罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなけれ

ば、赦されないまま残る。」
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                  佐々木寛治

  《表一3 「福音書」第6章一二8章（中央3章）の構成》

第6章

  第1幕  「カファルナウムへ」

     第1景  「供食物語1」

     第2景 「湖上歩行と『わたしはある』」

  第2幕  「カファルナゥムにて」

     第1景  「供食物語H」

        第1説教

        第2説教

        第3説教

     第｝2：景  「信と不信」

              ［★ 第2組鏡像体（右手）

第7章

  第1幕 「ガリラヤにて」

  第2幕 「神殿境内にて」

    第1景   「祭りの初め」   イエス不在

             〈フェーズA＞

    第2景  「祭りの半ば」

        V．1－21

         V．1－15

      ☆  V．15－21

        V．22－71

         V．22－59

         V．22－33

      ★V．34－51b

         V．51c・59

         V．60－71

☆ 第3組鏡像体（右手）］

                 V■一9

                 V．1044

                  V．10－13

     【眼前での多くのしる．しの結果］ VI2－13

イエス神殿境内へ登場          V14－36

       第1説教I

     A   悪霊のテーマ

     B 第1説数H

      C       〈フェーズB’＞

     D第2説教I

     E      ＜フェーズB＞

     D’策2説教H

     C’      〈フェーズB”〉

    第3景  「祭りの最終日」

     B’ 第3説教 水の説教

     A’   聖霊のテーマ

             ＜フェーズC＞

  第3幕 「サンヘドリンにて」

第8章

  第1幕  「『わたしは世の光である』

［自己啓示の説教］

［裏切り・逮捕］

［裁判］

［「あなたの子です」］

     十字架の柱

［「成し遂げられた」］

イエスは立ち上がって大声で言われた

     ［脇腹からの血と水］

     ［霊の賦与］

   V．14－18

   V．19－20

   V．21－24

右手 V25明27

鏡像体．V28≒29

    V．30・32

左手  V，33－34

鏡像体V3㌻36

   V．37・44

    V．37－38

    V．39

    V4（レ44

  V．45－52

（後生の別人の手による追カロが明らかなV」。19は、いまはこれを全・く度外視する）

             光と証」            V．12・20
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 「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθεωρε加一

第2幕「不在の闇と『わたしはある』」 ［告別説教、マリアへの顕耀 ★V．21－30

第3幕 「イエスの父とユダヤ人たちの父」                V31－47

  第1景  「自由と奴隷」                         V．31－38

  第2＝景’  「真手里と偽り」                                 V3947

第4幕 「栄光と先在」                         V．4359

  第1句目「栄光と掟：：アブラハムの死とイエスの死」            V！58－55

  第2景「アブラハムが生まれる前から『わたしはある』」［先在］☆V56・59

             ［★ 第2組鏡像体（左手）    ☆ 第3組鏡像体（左手）］

第 第 第

6  7  8

章 章 章

イエスの降下・入来 イエスのよ、昇・退去

豊

 ，L
ノク

  「右手」 「左手」

   鏡像体

  《図一1 鏡像体》

↑

。、蹴。｛‘……9：：：訟鷲濃㎝聯溜

痢縣蕪踏ll
第1組鏡像体

〈中央3；章：〉鏡f継複合

A （弟子召命）                A’ （洗足物語）

 B カナの婚礼・宮潔め          B’エルサレム入城・「人の子は上げられる」

  C 洗礼（ニコデモ）          C’復活（ラザロ）

   D サマリアの女・役人の息子のいやし D’イエスの自己啓示・羊飼い

    E足の不自由な人のいやし   E’盲人のいやし

     F わたしは命のパンである F’わたしは世の光である

      G    仮庵祭日説教

  《図一2 「福音書」第1章一第13章構成図》
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 「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθεωρεそり一

《表一4 「第1組鏡像体」》

別さて、エルサレムの人々の中には次のように

言う者たちがい縫λεγoレ。「これは、人々が殺

そうとねらっている者ではないか。駈あんなに公

然と話しているのに、・も言われないおεπαρ一

ρησ｛q」λ（広ξiKαho｛賛5と1ノα面噸）λ逢γouσ℃り 。  塑

たちは、この人がメシアだということを、 当に

聯『あなたたちは、わたしを捜しても、見つける

ことがない。わたしのいる所に、あなたたちは来

ることができない』と彼は言ったが、その言、は

どういう意 なのかτ垂5乙σ刊レδλ御。～oもτ（苓3レ

サ

aπεレ。」

聯ギリシア人の摺に離 しているユダヤ人のと

ころへ’一って、ギリシア人に えるとでもいうの

立。

糟しかし、わたしたちは、この人がどこの出身

かを知っている魂δαμεレπ6θξ泥びr｛レ。メシアが

米られるときは、どこから られるのか、だれも

知らないはずだ。己δεis Y四丁σkaπωεレ乙στ1レ。」

7噛 ｷると、神殿：の境内で教えていたイエスは、

大声で言われた歓ραξεレ＿δ覧δdσkωレδ，1ησ・〔沁～

Kαi猛γωレ。 「あなたたちはわたしのことを知

ってお’、また、どこの出 かも知っているK（扉

魂δατεk戯流δαTεπ6θ∈レε｛μ。わたしは自分勝

手に来たのではない。 わたしをお遣わしになつ

撒すると、ユダヤ人たちが互いに言ったa冗。り。

「わたしたちが見つけることはない。軌ε｛pf卜

σoμεレとは、いったい、どこへ2’くつも だろ

ユπ000翫｛稽群Xλε覧π0ρεもεσθα竃。

捌βわたしのいる角に、あなたたちは ることが

できない翫0むdμ達γU）曜且～oOδ6レασθε

＆λθav。」

7’漁あなたたちは、わたしを捜しても、見つける

       ノ   ノ     ヘ  ウ   ロ  ノ   ノことがないζηπ1σr訂εμ…Kα覧。巳り（εuρ了P℃’に叫ε。

た δπξ α  は 実であるが、あなたたちは

その＝ケを知らない。叡㎡δα了∈。

7卸わたしはその方を知っている蕊δα。わたしは

その方のもとから た者であり、その方がわたし

をお遣わしになったπαρ，α丘ro愈d即K＆（ξiレ6S餌ε

リ ノ
απεσヤε1λ創のである。」

7甥｝それから、 分をお遣わしになった のもと

二こ塑」π（丘γωπρδSτδりπと叫Ψαレτ（丘με。7’鰍1そこ

で、イエスは言われた占πεレ。 「今しばらく、わ

たしはあなたたちと共にい’る。

m人々はイエスを捕らえようとしたが、手をか

ける者はいなかった。イエスの時はまだ来ていな

かったからである。

四しかし、麩の中にはイエスを信じる；者が大

勢いて、「メシアが られても、この人よりも

聯祭司長たちとファリサイ派の人々は、イエス

を捕らえるたぬに下役たちを遣わした

つ  ノ

απ∈σ了ε鳳λαレ。

7馳ファリサイ派の人々は、登塞がイエスについ

てこのようにささやいているのを耳にした。

くのしるしをなさるだろうか」と言った。
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《表一5 「第2組鏡像体」》その1

細父がわたしにお えになる人はヒ、わたしのと

ころに るπaレδδiδωσiり芦0正δπα↑hpπρδ～

己μ圭慌ξεt。わたしのもとに る人を、わたしは決

鰹）わたしをお這わしになった方は、わたしと共に

して追，い出さない。

いてくださるδπξ芦Ψα，Sμε湛∈T，乙μo◎‘σ「’1り。

わたしをひとりにしてはおかれない。凸《dΦ釦《‘り

μ∈腸6ソ0り。わたしは、いつもこの方の御心に適う

ことを行うからである。」

醐わたしが天から って たのは、亘遡

一うためではなく、わたしをお遣わしになった方

の 心をκうためである。

翻dπεり。ろレ［α衝（宛S】δ，1ησ01べそこで、イエ

スは言われた。「あなたたちは、人の子を上げた

坐に初めて、 『わたしはある』 鯉｛jdμ1とい

うこと、また、わたしが、 分： には’何もせず、

ただ、父に えられたとお に話しているτα航α

λαλωことが分かるだろうγりU6σ6σe5。

699わたしをお遣：わしになった の 心とは、わた

しに えてくださった人を一人も失わないで、終

わ の日に復活させることである

8坤しかし、わたしをお遣わしになった は 実で

あり、わたしはその方から いたことを、世に向

かっ一て話し’ているK（覧γ〔心＆弄《ouσ’απαρ，αδrog

Tα⑪ταλαλのd～T6レK6σμoレ。」

2旗あなたたちについては、言うべきこと、裁くべ

きことがたくさんある冗。λλdとXωλαλaりkαi

 ノKρ琶ソ∈1リ。

晒βaπ∈レα商「〔璽イエスは言われた。 「それは初

めから話しているではないか↑hり（軌hり5孔Kαi

㈱わたしの父の御心は、子を見て信じる者δ

θ∈ωPのりτδり続δレKαiπ乳σT∈6ωレが皆丞垂鐘

墨ことであり、

わたしがその人を終わの日に復活させることだ

λαλのもμiり。

晒αとλεγ0レ0もVα凸r｛P彼らが、 「あなたは、いっ

たい、どなたですか」と言うと、

824β 『わたしはある己ωd1 ということを信じ

ないならば、あなたたちは 分の罪のうちに死ぬ

ことになる。」

8蜘aπoり。もりもμiレだから、あなたたちは 分の

からである。」 罪のうちに死ぬことになると、わたしは言ったの

である。
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   「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθεωρε加一

《表一5 「第2組鏡像体」．》その2

64勉γ6脳0り0伽㎡，100δ頃㎝ユダヤ人たちは、

塩噌πεレイエスが「わたしは から降って たパ

一Z二⊆一ので、イエスのことでつぶ

やき始め、

磁Kα崔λ∈γoりこう言った。 「これはヨセフの息子

のイエスではないか。 々はその父も母も知って

・わたしはこの世に属していない。

上上至。 πのs面レλ邑γa翫どうして今、 『わたし

は天から降って た などと言うのか。」

・あなたたちはこの世に属しているが、

・が、わたしは上のものに属している。

・れた。 「あなたたちは下のものに属している

・泌Kα蓬XεYεレα翫｛触イエスは彼らに言わ

傭わたしをお遣わしになった父が引き寄せてくだ

さらなければ、だれもわたしのもとへ ることは

8興λεγ0レ0もりd・10UδdiOlユダヤ人たちが、5れ

λ帥…乳 「 わたしの行く肩に、あなたたちは る

ことができない と言っているが、 殺でもする

つもりなのだろうか」と話していると、

脳γわたしのだく月に、あなたたちは ることがで

きない。」

並わたしはその人を終わりの日に復活させる。

田荘，を見た者は一入もいない。．のもとから た

：者だけが父を見たのである。

肥1βだが、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬこと

になる。

821％孟πεレ。もワπ6λ1レα面disそこで、イエスはまた

’言われた。 「わたしは去って’く。あなたたちは

わたしを捜すだろう。

8』外もし、わたしを知っていたらd右δε1τε、わた

岬はっきり言っておく。信じる者は永’の を

ている。

しの父をも知るはずだ。」

郎串dπ∈κρieη，1τ1σ（沁sイエスはお答えになった。

「あなたたちは、わたしもわたしの父も知らない

。召〔賓δατε。

簡ムεγoレ。伽α計φ彼らが「あなたの父はどこに

いるのか」と言うと

            リ  ノ り   サ び醐わたしは のパンであるεγωεΨ10αρTOSτ鯨

ζω触。醐あなたたちの先祖は量れ野でマンナを

食べたが、死んでしまった。

㈱しかし、これは、天から降って来たパンであり、

これを  ’る；者’は死、なない。

8」2ndλ・レ・もレα｛hdi～‘λ（鉄ησεりδ’1ησ・む～λ逢γωレ

イエスは再び言われた。「わたしは世の光である

己樋dμ冒δΦの～τ0脈6σμ｝U。わたしに従う者は

暗闇の を かず、 の光を つ。」
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《表一6 「第3組鏡像体」》

615イエスは、人々が来て、自分を王にするため

に連れて行こうとしているのを知り、ひとりで

また山に退かれた。

6」6 ^方になったので、弟子たちは湖畔へ下りて

行った。印そして、舟に乗：り、湖の向こう岸の

カファルナウムに行こうとした。既に暗くなっ

ていたが、イエスはまだ石らのところには て

おられなかった。

6i8 ｭい風が吹いて、湖は荒れ始あた。

6』9二十五ないし三十スタディオンばかり漕ぎ出

したころ、イエスが湖の上を歩いて舟に近づい

て られるのを見て、’らは恐れた砒ωpσ軌ソ

Kα」i乙Φoβ価ドアαレ

620δaλ酢・α凸τ鳴イエスは言われた。「ま丞

しはある。恐れることはない乙γ凶εiμ1’画

8部しかし、イエスは身を隠して、神殿の境内か

ら出て行かれた。

8釧 ｷると、ユダヤ人たちは、石を取り上げ、イ

エスに投げつけようとした。

8銘aπεレα67（丞，1ησo叱イエスは言われた。rは

っきり言っておく。アブラハムが生まれる1か

ら、 わたしはある。』πρiレ’Aβραd摂γεりaアeα巳

タ  ヘ ウ ク
∈γωεΨ1」

φoβa〔藤

脚aπ0レ0も9〔売，10Uδの0璽πρδ～α己τ6ソユダや人た

ちが、 「あなたは、まだ五十歳にもならないの

に、アブラハムを見たのか」と言うと、

呂綿そして、それを見て、立んだのであるκ戯aδεソ

 ヘ ウ  ノ
κα1εxαρη」

8弛あなたたちの父アブラハムは、わたしの日を

見るのを楽しみにしていた命’αλλ1血：rαTOぐ‘りα

｛δ℃T1㍉ソザ「臣」彪ραレThり己μ能1レ 。

6烈そこで、彼らはイエスを舟に迎え入れようと

した。すると問もなく、舟は目指す地に着いた。

（13）クレド・イン・ウヌム

（14）バトレム

（15）エト・イン・ウヌム

（16）エト・インカルナートゥス

（17）クルチフィクスス

（18）エト・レスレクシト

（19）エト・イン・スピリトゥム

（20）コンフィテオル

（21）エト・エクスペクト

古様式

協奏フーが

輪重：唱

合唱

合唱（パッサカリア）

協奏フーガ

独唱

古様式

協奏フーガ

二長調   神

二長調   雲父

ト長調   キリスト

欝一㍊］
イ長調   聖霊、教会

嬰へ短調  洗礼

二長調    死；者の戯号、

       永遠の生命

《図一3ロ短調ミサ曲BW232・ニケア信緻クレド）構成図》4・学徽『バッハ鎌7』囲
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「わたしを見たから信じるのか」一ヨハネ「福音書」における交錯配列法の光の下でのθεωρε加一

《表一7 「福音書」第4章一第10章対照表》

4ユさて、イエスがヨハネよりも くの子をつく

、洗礼を けておられるということが、ファり

サイ派の人々の に入った イエスはそれを知る

と、42一洗礼を授けていたのは、イエス御自身

ではなく、弟子たちである一43ユダヤを去り、

・再びガリラヤへ行かれた。

46イエスは、「水を飲ませて下さい」と言われた。

輯しかし、わたしがi翅水を飲む者は越

かない。わたしが与える水はその人の内で泉とな

り、血塊全に至る水がわき出る。」

松あなたがたが、この山でもエルサレムでもない

塑、父を礼拝する時が来る

価『わたしはある、あなたと話している者だ』

431躯「刈り入れ」のたとえ

4鰍�lの息子をいやす

1αDイエスは、再びヨルダンの向こう側、ヨハネが

最初に洗礼をス．けていた所に行って、そこに滞在

された。K田そこで、ユダヤ人たちはまたイエスを

捕らえようとしたが、イエスはイらの を逃れて、

去って行かれた。

1〔B2イエスは’ぎわれた。 「・・その中のどの業のため

に、石で打ち殺そうとするのか。」

1螂わたしは彼らに丞塗璽を翅。彼らは墨

画、だれも彼らをわたしの手から奪うこと

はできない。

1〔茄わたしには、この囲いに入っていないほかの

もいる。その羊をも導かなければならない。

1ω1 wわたしは良い羊飼いである』

1016「羊の囲い」のたとえ

93541イエスの自己啓示

《表一8 マグダラのマリアの馳ω点り》

…11マリアは墓のタトに立って泣いていた。泣きながらをかがめて墓の中を見ると函0伽

老Kλ・α1∈り，παρ‘KUψεりε｛～Tδ叫りγ1μdoり、12イエスの献体の置いてあった所に、白い衣を着

た二人の天使が見えたθεωρ面。一人は頭の方に、もう一人は足の方に座っていた。

2。：13 V使たちが、「婦人よ、なぜ泣いてい

るのか」と言うと、マリアは言った。「わ

たしの主が取り去られました。どこに置

かれているのか、わたしには分か ませ

ム。」

20＝14こう言いながら後ろを麺⊥と
‘σTρ（fΦτ1、イエスの立．っておられる

のが見えた0∈ωd。しかし、それがイ

エスだとは分かちなかった。

20：15 Cエスは言われた。「婦人よ、なぜ泣い

ているのか。だれを捜しているのか。」マリ

アは、園’丁だと思って言った。「あなたがあ

の を運び去ったのでしたら、どこに置いた

のか えてください。わたしが、あの方を引

き取ります。」

2＝16 Cエスが、「マリア」と’ぎわれると、彼女

はi腿σ’1’ραΦ自σα、ヘブライ語で、

「ラボニ と言った。「先生」という意味で

ある。
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《表一9 使徒言行録第1章一ヨハネ「福音書」第7章対照表》

釦3あなたがたの上に聖霊が降るとあなた

がたはカを受ける。そして、エルサレムば

かりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、

また、地の果てに至るまで、わたしの証人

となる。」19こう話し終わると、イエスは

彼らが見ているうちに天に上げられたが、

雲に飼われて彼らの目から見えなくなった

［雲がイエスを彼らの目から離した〕。

ヲ”獅 wあなたたちは、わたしを捜しても、見つけるこ

とがない。わたしのいる所に、あなたたちは来ること

ができない』と彼は言ったが、その言葉はどういう意

味なのか」

聯ギリシア人の間に離散しているユダヤ人のところへ

行って、ギリシア人に教えるとでもいうのか。

瓶すると、ユダヤ人たちが互いに言った。「わたした

ちが見つけることはないとは、いったい、どこへ行く

つもりだろう

u。イエスが離れ去って行かれるとき、彼

らは天を見つめていた己～dTεviく。り7∈S

もσαレ＿π0ρε06μ即OUα｛｝τ0価。するとKαi

lδ面、白い服を着た二人の人がそばに立っ

て、Hl言った。「ガリラヤの人たち、な

ぜ天を見上げて【輌βλ臨oγ爬s立っている

のか。

聯わたしのいる所に、あなたたちは来ることができな

い。」

聴あなたたちは、わたしを捜しても、見つけることが

ない。

あなたがたから離れて天に上げられたイエ

スは、天に行かれるのをあなたがたが見た

己θεd∬α｛アθεα面δvπoρε06皇鵬レ。レのと同じ

有様で、またおいでになる。」

7埠それから、自分をお遣わしになった方のもとへ帰る。

瓶そこで、イエスは言われた。 縛しばらく、わたし

はあなたたちと共にいる。

U2 g徒たちは、 「オリーブ畑」と呼ばれ

る山からエルサレムに戻って来た。働B彼

らは都に入ると、泊まゲ（いた家の上の部

屋に上がった。

祭りに上って行ったとき、イエス御自身も、人目を避

け，隠れるようにして上ゲ（行かれた
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0εωρaり

 R
   ＼イエス生前の公的生活
     ＼
     、 、

       ＼        、 告別説教
         、
          ＼

叙

述

、

        イエスの道

      ／ノヲ

      高挙のイ．エス

、  （先・形態のイエス）

＼† イエス

不在の

 闇

  ＼・、

霊

         告別説教          ＼
                        ＼
                         ＼．

    イエス生前の公的生活                ヨハネ

                                 リ  ノ シ
           《二一4 ヨハネ共同体の窪叫浦り》     εγωξ1μ1

                              、同体
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